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地
域
へ
の
誘
客
に
は
、
旅
行
者
の
タ

ー
ゲ
ッ
ト
像
を
明
確
に
し
、
そ
れ
を
踏

ま
え
て
打
ち
出
す
べ
き
有
力
コ
ン
テ
ン

ツ
を
考
え
る
の
が
効
果
的
だ
。
そ
の
た

め
に
は
、
す
で
に
日
本
を
訪
れ
て
い
る

旅
行
者
の
来
訪
実
績
デ
ー
タ
か
ら
、
旅

行
者
の
属
性
や
ニ
ー
ズ
を
つ
か
む
の
が

有
力
な
方
法
と
い
え
る
。
し
か
し
地
方

部
に
お
け
る
外
国
人
旅
行
者
に
つ
い
て

は
、
現
状
、
来
訪
実
績
自
体
が
少
な
く
、

分
析
の
ベ
ー
ス
と
な
る
デ
ー
タ
そ
の
も

の
が
不
足
し
て
い
る
地
域
も
多
い
。
そ

ん
な
中
で
戦
略
を
立
て
る
た
め
の
方
法

と
し
て
、
じ
ゃ
ら
ん
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ

ー（
以
下
Ｊ
Ｒ
Ｃ
）で
は
、
①
調
査
に
よ

っ
て
外
国
人
の
深
層
ニ
ー
ズ
（
訪
日
旅

行
以
外
も
含
め
た
海
外
旅
行
全
体
に
対

す
る
ニ
ー
ズ
）を
知
り
、
②
誘
客
戦
略

に
つ
な
が
る
法
則
に
あ
て
は
め
、
③
コ

ン
テ
ン
ツ
を
発
掘
す
る
と
い
う
方
法
を

考
え
た
。
本
特
集
で
は
、
こ
う
し
た
調

査
の
結
果
を
ご
紹
介
し
つ
つ
、
新
た
な

コ
ン
テ
ン
ツ
発
掘
方
法
を
検
討
す
る
。

深
層
ニ
ー
ズ
×
法
則
で

有
力
コ
ン
テ
ン
ツ
を
見
出
す

心を動かす、
日本を元気にする
観光・レジャーのプロデューサー
応援情報誌
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日
頃
か
ら
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
ク
ラ
イ
ア

ン
ト
の
み
な
さ
ま
に
あ
り
が
と
う
、
読
者
の
み

な
さ
ま
に
あ
り
が
と
う
、
そ
し
て
私
た
ち
に
知

恵
を
提
供
し
て
く
れ
る
す
べ
て
の
み
な
さ
ま
に

あ
り
が
と
う
、
と
い
う
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め

て
、こ
の
名
前
を
つ
け
ま
し
た
。ち
な
み
に
、じ
ゃ

ら
ん「jalan

」
も
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
で
、「
道
」「
プ

ロ
セ
ス
」
の
意
味
で
す
。「jalan  jalan

」
で
、「
散

歩
す
る
」「
ブ
ラ
ブ
ラ
出
か
け
る
」「
旅
行
す
る
」

な
ど
の
意
味
に
な
り
ま
す
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
で

「
あ
り
が
と
う
」の
意
。

と
ー
り
ま
か
し
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2018年、訪日旅行者数はついに3000万人を突破。
しかしその多くは都市部に集中しているのが現状だ。
2020年に4000万人、2030年に6000万人という国の目標を達成するには、
都市部から地方部へと誘客の拡大が必要—
そのために把握するべき外国人旅行者の深層ニーズを探り、
彼らが動くコンテンツは何かを考えてみた。
イラスト＝武曽宏幸　調査協力＝株式会社インテージ

潜在マーケットから抽出
今回の手法

訪日者数
3119万人

海外旅行者数
推定14億人※

訪日未経験層も含めた
海外旅行者の深層ニーズ

地方部ならではの潜在的な独自
コンテンツを発見できる可能性あり

マッチング

2018年実績、JNTO調べ

顕在マーケットでの限定抽出
一般的な手法

訪日者数
3119万人

訪日経験層が経験した
コンテンツの実績

ニーズが顕在化したコンテンツの
傾向しか発見できない可能性あり

マッチング

2018年実績、JNTO調べ

上の方法で捉えられるターゲットニーズはすでに顕在化している層に限られる可能性があるが、下の
方法では訪日未経験層も含めた広い範囲からニーズを知ることができる

※2018年UNWTO調べ

『じゃらん海外旅行ニーズ調査』より

インバウンド誘客戦略につなげる
外国人が動く

コンテンツの新法則

3 June  2019　



　

調
査
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
訪
日
旅
行
に

限
ら
ず
海
外
旅
行
全
般
に
つ
い
て
ニ
ー

ズ
を
尋
ね
た
点
。
こ
れ
を
「
深
層
ニ
ー

ズ
」と
捉
え
、人
気
の
高
い「
体
験
ジ
ャ

ン
ル
」や
、
実
際
に
旅
を
選
ぶ
決
め
手

と
な
っ
た
「
誘
発
ト
リ
ガ
ー
」と
組
み

合
わ
せ
れ
ば
、
そ
の
人
に
と
っ
て
魅
力

的
な
コ
ン
テ
ン
ツ
が
見
出
せ
る
こ
と
に

な
る
と
い
う
発
想
だ
（
図
１
）。

　

調
査
対
象
に
は
、
中
国
、
ア
メ
リ
カ
、

イ
ギ
リ
ス
と
、
海
外
旅
行
者
数
（
海
外

出
国
者
数
）が
多
く
、
海
外
旅
行
支
出

額
や
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
高
い
３
カ
国
を
選
択

（
表
１
）。
訪
日
旅
行
の
際
に
も
十
分
な

支
出
が
期
待
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
層

だ
。海
外
旅
行
の
際
の
同
行
者
（
表
２
）

は
、
各
国
共
通
で
夫
婦
旅
行
が
ト
ッ
プ
。

そ
の
他
、
ア
メ
リ
カ
で
は
１
人
旅
が
、

イ
ギ
リ
ス
、
中
国
で
は
家
族
、
カ
ッ
プ

ル
、友
人
な
ど「
誰
か
と
行
く
旅
」が
上

位
と
な
っ
た
。

　

次
に
、
こ
れ
ら
の
旅
行
者
が
海
外
旅

行
を
す
る
際
に
達
成
し
た
い
欲
求
を
尋

ね
た
（
表
３
）。
こ
れ
こ
そ
が
、
彼
ら
が

「
海
外
旅
行
に
求
め
る
も
の
」で
あ
り
、

今
後
の
訪
日
旅
行
の
ニ
ー
ズ
に
も
な
り

得
る
「
深
層
ニ
ー
ズ
」で
あ
る
。複
数
回

答
結
果
（
３︲１
）で
は
、「
美
味
し
い

も
の
」「
リ
ラ
ッ
ク
ス
」が
共
通
で
上
位

に
来
る
が
、単
一
回
答
結
果（
３︲２
）

の
場
合
、
ア
メ
リ
カ
で
は
「
冒
険
心
」、

イ
ギ
リ
ス
と
中
国
は
「
リ
ラ
ッ
ク
ス
」

が
１
位
。
同
行
者
デ
ー
タ
と
照
ら
し
合

わ
せ
る
と
、
自
分
軸
ニ
ー
ズ
の
高
い
ア

メ
リ
カ
、
同
行
者
と
の
関
係
強
化
を
求

め
る
イ
ギ
リ
ス
、
中
国
と
い
う
傾
向
が

見
て
取
れ
る
。
ま
た
、
単
一
回
答
で
は

各
国
と
も
に
「
美
味
し
い
も
の
」が
ラ

ン
ク
外
に
な
る
点
に
も
注
目
。
食
は
必

要
コ
ン
テ
ン
ツ
で
は
あ
る
が
、
メ
イ
ン

の
ニ
ー
ズ
に
は
な
ら
な
い
ら
し
い
。
参

考
ま
で
に
日
本
人
に
つ
い
て
も
同
様
の

質
問
を
し
た
が
、
全
体
に
外
国
人
と
は

か
な
り
異
な
る
傾
向
が
出
た
こ
と
に
も

留
意
し
た
い
。
や
は
り
、
外
国
人
旅
行

者
に
つ
い
て
は
日
本
人
旅
行
者
と
は
違

う
認
識
で
臨
む
べ
き
な
の
だ
。
さ
ら
に

訪
日
旅
行
に
限
ら
ず

海
外
旅
行
全
般
に
つ
い
て
調
査

海
外
旅
行
を
す
る
目
的
は

冒
険
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
、
関
係
強
化

本
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
最
初
に
行
っ
た﹃
じ
ゃ
ら
ん
海
外
旅
行
ニ
ー
ズ
調
査
﹄は
、

過
去
に
実
施
し
た
海
外
旅
行
に
つ
い
て
尋
ね
る
ア
ン
ケ
ー
ト
式
の
定
量
調
査
。

ま
ず
は
外
国
人
旅
行
者
が
海
外
旅
行
全
般
に
求
め
る
ニ
ー
ズ
を
幅
広
く
聞
い
た
。

外
国
人
旅
行
者
は
そ
も
そ
も

海
外
旅
行
に
何
を
求
め
て
い
る
の
か
？

深層
ニーズ

定量調査
結果 1

n数
1人旅
カップル
夫婦旅行
友人と（２人）
友人と（３人以上）
家族旅行（親と）
家族旅行（子供と）
家族旅行（３世代で）
その他

アメリカ イギリス 中国

表2	 海外旅行における同行者（全体、複数回答）（単位=％）

1,116
16.5
11.2
49.8
11.3
13.2
9.7

19.3
2.6
2.7

1,157
11.6
20.6
45.7
9.5

11.0
6.0

25.5
2.0
2.0

1,000
14.9
13.6
32.0
15.5
19.1
11.5
13.4
2.9
0.1

※15％以上を色付

中国
アメリカ
イギリス

海外
出国者数

海外旅行
支出額 GDP 訪日外国人数

（人）

表1	 外国人旅行者の深層ニーズを
	 抽出するための国選定方針

1位
3位
4位

1位
2位
4位

2位
1位
5位

8,380,034
1,526,407

333,979
出典
海外出国者数：OECD統計ベース 2017年実績
海外旅行支出額：国際収支でのサービス収支ベース 2017年実績
GDP：IMF統計に基づく名目ベースのGDP（国内総生産）総額 2018年実績
訪日外国人数：2018年実績、JNTO調べ

図1　外国人旅行者ターゲット像設定のポイント

●●体験で

体験
ジャンル

深層ニーズ
（×国×属性）

●●ニーズを
持つ人が

●●を
期待している

誘発
トリガー

外国人が動くコンテンツの新法則
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こ
れ
ら
の
ニ
ー
ズ
を
実
際
に
し
た
旅
の

体
験
ジ
ャ
ン
ル
別
に
見
る
と
、
例
え
ば

海
・
川
に
関
す
る
観
光
を
し
た
場
合
と

歴
史
・
文
化
に
関
す
る
観
光
を
し
た
場

合
で
は
大
き
く
異
な
り
、
同
じ
体
験
ジ

ャ
ン
ル
を
実
施
し
て
も
、
根
底
に
あ
る

深
層
ニ
ー
ズ
は
違
う
と
わ
か
る
（
表

４
）。
実
際
の
海
外
旅
行
先
選
び
で
は
、

「
観
光
名
所
が
た
く
さ
ん
あ
る
」「
旅
行

代
が
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
」が
共
通
し
て
上

位
。
中
国
は
「
ベ
ス
ト
シ
ー
ズ
ン
で
あ

る
こ
と
」と
タ
イ
ミ
ン
グ
の
よ
さ
も
重

視
し
、
イ
ギ
リ
ス
の
「
天
候
が
よ
い
」、

中
国
の
「
自
然
環
境
が
よ
い
」な
ど
自

国
に
な
い
も
の
を
求
め
る
傾
向
も
出
た

（
表
５
）。

観光名所がたくさんあること

旅行代（飛行機代、宿泊代、現地での費用など）がリーズナブルなこと

旅行先に知人がいること

食事が美味しいこと

天候がよい（天候が穏やか、過ごしやすい気温、など）

その土地の伝統・文化を疑似体験できる宿泊施設が充実していること

その他

治安がよいこと

訪問時期に旅行先がベストシーズンであること（天候やイベントなど）

旅行先の人が親切なこと

20.3

9.5

9.0

8.7

5.8

5.3

5.3

5.1

4.3

3.4

 アメリカ （n=1,116）

1

2

3

4

5

6

6

7

9

10

訪問時期に旅行先がベストシーズンであること（天候やイベントなど）

自然環境が良く、大気・水質・土壌汚染などの環境問題が少ないこと

治安がよいこと

観光名所がたくさんあること

天候がよい（天候が穏やか、過ごしやすい気温、など）

旅行代（飛行機代、宿泊代、現地での費用など）がリーズナブルなこと

その土地の伝統・文化を疑似体験できる宿泊施設が充実していること

星で認定されたホテルなど安心感があるホテルが充実していること

旅行先での交通手段が充実していること

自国から旅行先へのアクセスがよいこと（直行便がある､渡航時間が短いなど）

8.9

8.4

8.0

6.4

6.3

6.1

5.7

5.7

5.1

4.4

 中国 （n=1,000）

1

2

3

4

5

6

7

7

9

10

観光名所がたくさんあること

食事が美味しいこと

旅行代（飛行機代、宿泊代、現地での費用など）がリーズナブルなこと

治安がよいこと

天候がよい（天候が穏やか、過ごしやすい気温、など）

自国から旅行先へのアクセスがよいこと（直行便がある､渡航時間が短いなど）

訪問時期に旅行先がベストシーズンであること

星で認定されたホテルなどが充実していること

旅行先に知人がいること

子供や高齢者がいてもまわりやすい、過ごしやすいこと

17.8

14.1

8.4

7.8

6.6

6.6

5.0

4.7

3.6

3.5

 日本 （n=1,236）

1

2

3

4

5

5

7

8

9

10

観光名所がたくさんあること

天候がよい（天候が穏やか、過ごしやすい気温、など）

旅行代（飛行機代、宿泊代、現地での費用など）がリーズナブルなこと

旅行先に知人がいること

自国から旅行先へのアクセスがよいこと（直行便がある､渡航時間が短いなど）

その他

食事が美味しいこと

訪問時期に旅行先がベストシーズンであること（天候やイベントなど）

その土地の伝統・文化を疑似体験できる宿泊施設が充実していること

治安がよいこと

15.1

14.7

9.1

6.5

6.4

5.4

5.3

4.7

3.7

3.6

 イギリス （n=1,157）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

表5	 海外旅行先を決定する上での重視条件
	 （全体、複数回答の選択から1つに絞った回答）

3-1（全体、複数回答）

美味しいものを食べたい

その土地ならではの異文化の世界を味わいたい

冒険心を満たしたい

リラックスしたい

日常から逃れたい

40.8

39.9

38.4

35.7

35.0

 アメリカ （n=1,116）

1

2

3

4

5

リラックスしたい

美味しいものを食べたい

その土地ならではの異文化の世界を味わいたい

ストレス解消したい

買い物をしたい

35.2

28.0

25.1

24.9

24.3

 中国 （n=1,000）

1

2

3

4

5

リラックスしたい

日常から逃れたい

美味しいものを食べたい

パートナーと充実した時間を過ごしたい

ストレス解消したい

41.5

36.0

32.2

30.9

23.7

 イギリス （n=1,157）

1

2

3

4

5

3-2（全体、複数回答から1つに絞った回答）

冒険心を満たしたい

その土地ならではの異文化の世界を味わいたい

パートナーと充実した時間を過ごしたい

親族に会いにいく

リラックスしたい

10.8

9.5

9.5

9.1

6.4

 アメリカ （n=1,116）

1

2

2

4

5

リラックスしたい

パートナーと充実した時間を過ごしたい

その土地ならではの歴史や文化を深く知りたい

友達と楽しく盛り上がりたい

その土地ならではの異文化の世界を味わいたい

11.7

9.0

7.3

6.3

5.8

 中国 （n=1,000）

1

2

3

4

5

リラックスしたい

パートナーと充実した時間を過ごしたい

家族をおもてなししたい

日常から逃れたい

友達と楽しく盛り上がりたい

13.9

13.0

10.9

8.2

7.5

 イギリス （n=1,157）

1

2

3

4

5

リラックスしたい

美味しいものを食べたい

日常から逃れたい

パートナーと充実した時間を過ごしたい

その土地ならではの異文化の世界を味わいたい

12.3

11.0

9.3

8.8

7.4

 日本 （n=1,236）

1

2

3

4

5

表3	 海外旅行において達成したい欲求（深層ニーズ）各国ベスト5

海・川に関する観光

冒険心を満たしたい

パートナーと充実した時間を過ごしたい

リラックスしたい

13.1

13.1

11.5

 アメリカ （n=122）

1

1

3

リラックスしたい

パートナーと充実した時間を過ごしたい

友達と楽しく盛り上がりたい

15.6

11.5

8.2

 中国 （n=122）

1

2

3

家族をおもてなししたい

パートナーと充実した時間を過ごしたい

リラックスしたい

21.1

15.5

15.5

 イギリス （n=142）

1

2

2

表4	 旅でした体験ジャンル別の欲求（深層ニーズ）
	 ベスト3（各体験内容を選択した人、単一回答）
歴史・文化に関する観光

その土地ならではの異文化の世界を味わいたい

冒険心を満たしたい

パートナーと充実した時間を過ごしたい

14.9

12.7

10.9

 アメリカ （n=442）

1

2

3

その土地ならではの歴史や文化を深く知りたい

リラックスしたい

その土地ならではの異文化の世界を味わいたい

18.3

11.8

9.5

 中国 （n=169）

1

2

3

パートナーと充実した時間を過ごしたい

リラックスしたい

家族をおもてなししたい

19.2

12.8

9.9

 イギリス （n=312）

1

2

3

美味しいものを食べたい

リラックスしたい

日常から逃れたい

その土地ならではの異文化の世界を味わいたい

ストレス解消したい

買い物をしたい

40.9

39.7

35.3

29.8

28.5

28.5

 日本 （n=1,236）

1

2

3

4

5

5
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そ
の
体
験
を
す
る
た
め
に
そ
の
旅
先
を

選
ん
だ
理
由
と
も
い
え
る
。
こ
の
期
待

が
旅
先
を
決
め
る
「
誘
発
ト
リ
ガ
ー
」

に
な
っ
て
い
る
わ
け
だ
。
と
く
に
誘
発

ト
リ
ガ
ー
が
分
か
り
や
す
く
表
れ
た

「
歴
史
・
文
化
」「
海
・
川
」「
山
・
公
園
」

の
３
ジ
ャ
ン
ル
に
つ
い
て
見
る
と
、
各

国
と
も
「
歴
史
文
化
」「
食
」「
限
定
景

色
」「
気
候
が
よ
い
」「
写
真
映
え
」な
ど

が
ジ
ャ
ン
ル
横
断
で
上
位
に
挙
が
っ
て

い
る
。
ア
メ
リ
カ
と
イ
ギ
リ
ス
は
「
生

き
物
」、
中
国
は
「
乗
り
物
」へ
の
期
待

が
見
ら
れ
る
の
も
特
徴
だ
。

　

こ
う
し
た「
体
験
ジ
ャ
ン
ル
」と「
誘

発
ト
リ
ガ
ー
」の
組
み
合
わ
せ
か
ら
生

ま
れ
る
旅
を
具
体
的
に
イ
メ
ー
ジ
で
き

れ
ば
、
外
国
人
向
け
有
力
コ
ン
テ
ン
ツ

を
考
え
る
際
に
も
大
い
に
参
考
に
な
る
。

そ
こ
で
調
査
の
第
２
段
階
と
し
て
、
外

国
人
に
定
性
調
査
（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
）

を
行
い
、
各
国
の
具
体
的
な
旅
の
特
徴

を
探
っ
て
み
た
。
P
８
か
ら
は
そ
の
内

容
に
つ
い
て
ご
紹
介
す
る
。

　

Ｐ
４
図
１
の
法
則
に
当
て
は
め
る
に

は
、
深
層
ニ
ー
ズ
に
加
え
、
外
国
人
旅

行
者
が
海
外
旅
行
で
実
施
し
て
い
る
人

気
の
「
体
験
ジ
ャ
ン
ル
」に
つ
い
て
知

り
、
実
際
に
旅
行
を
実
施
し
た
際
に
期

待
し
て
い
た
こ
と
、
つ
ま
り
そ
の
旅
先

を
選
ぶ
理
由
と
な
っ
た
「
誘
発
ト
リ
ガ

ー
」に
つ
い
て
も
理
解
し
て
お
き
た
い
。

　

実
際
に
行
っ
た
体
験
ジ
ャ
ン
ル
で
は
、

３
カ
国
と
も「
歴
史
・
文
化
」「
フ
ー
ド
・

ド
リ
ン
ク
」「
海
・
川
」が
ト
ッ
プ
３
と

な
っ
た
。
な
か
で
も
ア
メ
リ
カ
は
「
歴

史
・
文
化
」の
実
施
率
が
圧
倒
的
に
高

く
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
「
フ
ー
ド
・
ド
リ

ン
ク
」「
海
・
川
」も
人
気
。
中
国
は
や

や
分
散
し
て
い
る
が
、
国
ご
と
の
人
気

順
に
は
大
き
な
違
い
は
見
ら
れ
な
い

（
図
２
）。な
お
、こ
こ
で
も
日
本
は「
フ

ー
ド
・
ド
リ
ン
ク
」が
わ
ず
か
な
が
ら

「
歴
史
・
文
化
」を
上
回
る
な
ど
、
他
と

は
違
う
傾
向
が
出
た
。

　

各
観
光
体
験
ジ
ャ
ン
ル
に
対
す
る
旅

行
前
の
期
待（
表
６
）は
、そ
れ
ぞ
れ
の

観
光
体
験
に
期
待
し
た
こ
と
、
つ
ま
り
、

観
光
体
験
ジ
ャ
ン
ル
の
人
気
順
に

国
ご
と
の
大
き
な
差
は
な
い

人
気
の
観
光
体
験
に
共
通
す
る

歴
史
文
化
、
食
、
景
色
へ
の
期
待

定
量
調
査
で
は
、
実
際
に
行
っ
た
旅
の
ジ
ャ
ン
ル
や
旅
へ
の
期
待
に
つ
い
て
も
確
認
。

旅
先
選
び
の
決
め
手
と
な
る
「
誘
発
ト
リ
ガ
ー
」で
は
、

体
験
ジ
ャ
ン
ル
を
問
わ
ず
共
通
し
た
傾
向
も
見
ら
れ
た
。

観
光
体
験
ジ
ャ
ン
ル
ご
と
の
期
待

＝「
選
ぶ
理
由（
誘
発
ト
リ
ガ
ー
）」
を
考
え
る

誘発
トリガー

定量調査
結果 1

海・川で過ごす、
アクティビティを行う

山・公園で過ごす、
アクティビティを行う

牧場・農園・美術館・博物館・
テーマパークで過ごす、
アクティビティを行う

歴史・文化に関する観光

フード＆ドリンクを楽しむ

ゲーム・エンタメ・
ナイトライフを楽しむ

ショッピングをする

スパ＆ウェルネス・医療

イベント・スポーツ・
お稽古に参加する

特定の宿泊施設に
泊まりにいく

この中にはない

10.9
12.3

5.3

6.6

39.6

0（%） 20 40

17.9

3.0

5.5

3.0

3.3

3.9

0.8

5.9

8.1

27.0

20.7

3.9

5.4

5.1

3.7

6.0

2.1

9.9

11.7

16.9

12.7

9.0

9.5

6.6

5.7

5.7

0.1

12.2

アメリカ
（n＝1,116）
イギリス

（n=1,157）
中国

（n=1,000）
日本

（n=1,236）

図2	 海外旅行で体験したジャンル
	 （全体、複数回答の選択から1つに絞った回答）

17.2

5.4
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20.5

2.9

11.4

2.8

5.5

4.3

3.2
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※1 アメリカは広域のため、日本に近い西海岸地域に絞って調査　※2 バックパッカー層を排除するために、最低世帯年収のラインを設ける
※3 海外旅行の渡航先が国内旅行の延長になりえる大陸つづきの隣国などは対象外とする

『じゃらん海外旅行ニーズ調査調査』概要
外国人旅行者（アメリカ、イギリス、中国）と日本人の海外旅行へのニーズを探るため、インターネット調査を実施。

調査対象者
□アメリカ西海岸地域（アラスカ・ハワイを除く)※1、イ

ギリス（全土）、中国（全土）、日本（全土）の25～50
歳の男女

□アメリカ、イギリス、日本は世帯年収1000万円以上、
中国は世帯年収500万円以上※2

□観光目的で年に1回以上海外旅行をする人

回収数（割付）
□アメリカ409人（25～35歳200人、36～50歳209人）
　イギリス415人（25～35歳207人、36～50歳208人）
　中国406人（25～35歳204人、36～50歳202人）
　日本430人（25～35歳211人、36～50歳219人）
	 計1,660人

延べ回収数
□アメリカ1,116／イギリス1,157／中国1,000／日本

1,236　計4,509
　（回答者一人あたり海外旅行経験直近３回分を延回

数として集計。表のn数は延べ回数として記載）
渡航先除外国
□アメリカ：カナダ・メキシコ、イギリス：アイルランド、

中国：香港、台湾（近隣国は対象外とする※3）

調査期間
□アメリカ：2018年12月17日～2019年1月7日
　イギリス：2018年12月18日～2019年1月7日
　中国：2018年12月21日～2019年1月7日
	 日本：2019年3月1日～2019年3月4日

表6　各観光体験内容に対する旅行前の期待ベスト10（各体験内容を選択した人、複数回答）  単位＝％
山・公園に関する観光

写真映えする

その土地ならではの限定の景色がみえる（サンセット、四季、ライトアップなど）

その土地ならではの生き物に会える

その土地の文化や歴史の背景や世界観を体感できる

食事やお酒が美味しい

アクティビティの種類が豊富

地元の人とコミュニケーションがたくさんとれる

ガイドの質がよい（知識が豊富、言語対応、親切など）

その土地の気候がよい

施設が充実している（飲食店、宿泊施設、お土産店など）

57.6

54.2

50.8

44.1

39.0

33.9

30.5

27.1

25.4

22.0

 アメリカ （n=59）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

その土地の気候がよい

その土地ならではの限定の景色がみえる（サンセット、四季、ライトアップなど）

写真映えする

アクティビティの種類が豊富

その土地ならではの乗り物に乗れる

メニューの多様化ができている（ベジタリアン、ビーガン対応など）

アクティビティを体験した施設がオシャレ、センスがよい

その土地の文化や歴史の背景や世界観を体感できる

食事やお酒が美味しい

施設が充実している（飲食店、宿泊施設、お土産店など）

36.4

35.4

29.3

27.3

26.3

25.3

22.2

22.2

20.2

20.2

 中国 （n=99）

1

2

3

4

5

6

7

7

9

9

その土地ならではの限定の景色がみえる（サンセット、四季、ライトアップなど）

食事やお酒が美味しい

その土地の気候がよい

その土地の文化や歴史の背景や世界観を体感できる

その土地ならではの生き物に会える

写真映えする

その土地ならではの乗り物に乗れる

アクティビティの種類が豊富

ガイドの質がよい（知識が豊富、言語対応、親切など）

施設が充実している（飲食店、宿泊施設、お土産店など）

42.0

30.4

30.4

26.1

21.7

20.3

17.4

17.4

10.1

10.1

 日本 （n=69）

1

2

2

4

5

6

7

7

9

9

その土地ならではの生き物に会える

その土地ならではの限定の景色がみえる（サンセット、四季、ライトアップなど）

写真映えする

その土地の気候がよい

食事やお酒が美味しい

アクティビティの種類が豊富

施設が充実している（飲食店、宿泊施設、お土産店など）

その土地の文化や歴史の背景や世界観を体感できる

地元の人とコミュニケーションがたくさんとれる

ガイドの質がよい（知識が豊富、言語対応、親切など）

35.3

35.3

35.3

35.3

23.5

23.5

22.1

20.6

19.1

14.7

 イギリス （n=68）

1

1

1

1

5

5

7

8

9

10

海・川に関する観光

食事やお酒が美味しい

写真映えする

その土地の文化や歴史の背景や世界観を体感できる

その土地の気候がよい

その土地ならではの限定の景色がみえる（サンセット、四季、ライトアップなど）

その土地ならではの生き物に会える

アクティビティの種類が豊富

施設が充実している（飲食店、宿泊施設、お土産店など）

ガイドの質がよい（知識が豊富、言語対応、親切など）

地元の人とコミュニケーションがたくさんとれる

48.4

45.9

45.1

44.3

43.4

39.3

32.0

28.7

19.7

19.7

 アメリカ （n=122）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

9

その土地ならではの限定の景色がみえる（サンセット、四季、ライトアップなど）

その土地の文化や歴史の背景や世界観を体感できる

その土地の気候がよい

アクティビティの種類が豊富

施設が充実している（飲食店、宿泊施設、お土産店など）

食事やお酒が美味しい

写真映えする

その土地ならではの乗り物に乗れる

その土地ならではの生き物に会える

アクティビティ指導者の質がよい（教え方、安全確保など）

42.6

32.8

32.8

32.0

31.1

31.1

30.3

27.9

25.4

21.3

 中国 （n=122）

1

2

2

4

5

5

7

8

9

10

その土地の気候がよい

その土地ならではの生き物に会える

その土地ならではの限定の景色がみえる（サンセット、四季、ライトアップなど）

食事やお酒が美味しい

アクティビティの種類が豊富

施設が充実している（飲食店、宿泊施設、お土産店など）

写真映えする

その土地ならではの乗り物に乗れる

アクティビティを体験した施設がオシャレ、センスがよい

その土地の文化や歴史の背景や世界観を体感できる

45.0

28.0

28.0

26.1

25.7

19.3

17.9

14.7

11.5

10.6

 日本 （n=218）

1

2

2

4

5

6

7

8

9

10

その土地の気候がよい

食事やお酒が美味しい

写真映えする

その土地ならではの限定の景色がみえる（サンセット、四季、ライトアップなど）

施設が充実している（飲食店、宿泊施設、お土産店など）

その土地の文化や歴史の背景や世界観を体感できる

その土地ならではの生き物に会える

アクティビティの種類が豊富

アクティビティを体験した施設がオシャレ、センスがよい

地元の人とコミュニケーションがたくさんとれる

58.5

45.8

34.5

33.1

29.6

28.9

24.6

21.8

11.3

11.3

 イギリス （n=142）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

9

歴史・文化に関する観光

その土地の文化や歴史の背景や世界観を体感できる

食事やお酒が美味しい

写真映えする

施設が充実している（飲食店、宿泊施設、お土産店など）

その土地ならではの限定の景色がみえる（サンセット、四季、ライトアップなど）

アクティビティの種類が豊富

その土地ならではの生き物に会える

その土地の限定のグッズが買える

その土地の気候がよい

ガイドの質がよい（知識が豊富、言語対応、親切など）

71.7

55.4

54.3

42.5

39.8

31.7

28.1

26.2

25.1

24.7

 アメリカ （n=442）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

その土地の文化や歴史の背景や世界観を体感できる

その土地ならではの限定の景色がみえる（サンセット、四季、ライトアップなど）

施設が充実している（飲食店、宿泊施設、お土産店など）

その土地ならではの乗り物に乗れる

その土地の気候がよい

食事やお酒が美味しい

施設がオシャレ、センスがよい

アクティビティの種類が豊富

その土地の限定のグッズが買える

その土地の職人の技術がみれる

48.5

41.4

31.4

30.2

28.4

26.0

26.0

25.4

23.7

21.3

 中国 （n=169）

1

2

3

4

5

6

6

8

9

10

その土地の文化や歴史の背景や世界観を体感できる

食事やお酒が美味しい

その土地ならではの限定の景色がみえる（サンセット、四季、ライトアップなど）

施設がオシャレ、センスがよい

施設が充実している（飲食店、宿泊施設、お土産店など）

写真映えする

その土地の気候がよい

その土地ならではの乗り物に乗れる

ガイドの質がよい（知識が豊富、言語対応、親切など）

その土地の限定のグッズが買える

68.9

43.6

28.0

24.5

22.6

19.1

19.1

13.2

12.1

11.3

 日本 （n=257）

1

2

3

4

5

6

6

8

9

10

その土地の文化や歴史の背景や世界観を体感できる

写真映えする

食事やお酒が美味しい

施設が充実している（飲食店、宿泊施設、お土産店など）

その土地ならではの限定の景色がみえる（サンセット、四季、ライトアップなど）

その土地の気候がよい

その土地ならではの生き物に会える

アクティビティの種類が豊富

ガイドの質がよい（知識が豊富、言語対応、親切など）

地元の人とコミュニケーションがたくさんとれる

61.2

46.8

42.0

33.7

30.8

29.8

28.2

24.4

21.8

15.7

 イギリス （n=312）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10
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そ
の
土
地
な
ら
で
は
の

異
文
化
の
世
界
に
飛
び
込
み
た
い

　

ア
メ
リ
カ
人
に
と
っ
て
カ
ナ
ダ
は
国

内
の
よ
う
な
も
の
。
メ
キ
シ
コ
は
異
文

化
と
捉
え
る
人
も
、
国
内
に
近
い
と
捉

え
る
人
も
い
ま
す
。
代
表
的
な
海
外
旅

行
先
は
ま
ず
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
。仏
、独
、伊

く
ら
い
な
ら
あ
る
程
度
言
葉
が
わ
か
る

人
も
多
く
気
軽
な
旅
先
と
な
っ
て
い
ま

す
。
最
近
は
東
欧
も
人
気
。
西
欧
と
比

べ
て
馴
染
み
の
薄
い
食
文
化
、
少
し
オ

リ
エ
ン
ト
な
雰
囲
気
の
街
並
み
な
ど
が

よ
い
の
で
す
。
ア
ジ
ア
に
つ
い
て
は
独

特
の
均
一
な
雰
囲
気
に
異
文
化
を
感
じ

ま
す
ね
。
歩
い
て
い
る
だ
け
で
自
分
が

外
国
人
＝
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
で
あ
る
と
感

じ
る
こ
と
自
体
、
強
烈
な
異
文
化
体
験
。

昔
な
が
ら
の
世
界
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
も

ア
ジ
ア
な
ら
で
は
で
、
神
社
や
寺
、
タ

イ
で
「
ゾ
ウ
に
乗
る
」の
も
そ
の
一
例

で
す
。
一
方
で
日
本
の
自
動
販
売
機
な

ど
、
最
新
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が
あ
ふ
れ

て
い
る
の
も
面
白
い
で
す
ね
。
ア
メ
リ

カ
は
案
外
宗
教
に
縛
ら
れ
た
国
な
の
で
、

そ
う
で
は
な
い
国
で
オ
ー
プ
ン
な
気
分

を
味
わ
い
、
自
国
に
な
い
も
の
に
学
び

た
い
と
い
う
気
持
ち
も
強
い
で
す
。
も

う
一
つ
、
ア
メ
リ
カ
は
車
社
会
な
の
で

「
歩
い
て
回
れ
る
」こ
と
自
体
が

異
文
化
体
験
。
海
外
旅
行
で
、

散
策
途
中
に
ふ
と
見
つ
け
た
店

や
カ
フ
ェ
に
入
る
の
は
、
そ
れ

だ
け
で
楽
し
い
ん
で
す
よ
。

冒
険
心
を
満
た
し
た
い

　

普
段
の
生
活
が
車
中
心
な
の

で
、
体
を
動
か
す
こ
と
自
体
が

冒
険
。
旅
先
が
海
な
ら
泳
ぐ
だ
け
で
も

よ
い
の
で
す
。
海
に
行
く
な
ら
、
国
内

で
す
が
自
然
豊
か
な
ハ
ワ
イ
、
温
か
く

て
国
内
に
な
い
風
景
が
楽
し
め
る
カ
リ

ブ
や
南
太
平
洋
、
ケ
イ
ビ
ン
グ
や
ダ
イ

ビ
ン
グ
が
で
き
る
メ
キ
シ
コ
や
中
米
、

ク
ル
ー
ジ
ン
グ
が
で
き
る
ギ
リ
シ
ャ
、

リ
ゾ
ー
ト
と
文
化
の
両
方
が
体
験
で
き

る
タ
イ
な
ど
が
人
気
で
す
。

　

山
や
国
立
公
園
で
は
、
北
欧
で
オ
ー

ロ
ラ
を
見
る
、
ア
フ
リ
カ
で
サ
フ
ァ
リ

に
行
く
、
ウ
ィ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
や
ハ

イ
キ
ン
グ
・
キ
ャ
ン
プ
も
「
冒
険
」。
神

秘
的
な
イ
メ
ー
ジ
の
あ
る
ア
ジ
ア
な
ら
、

山
の
中
の
寺
を
巡
る
の
も
い
い
で
す
ね
。

日
本
だ
と
富
士
山
は
必
須
で
す
。

そ
の
土
地
な
ら
で
は
の

生
き
物
に
会
え
る

　

旅
先
で
出
会
う
生
き
物
は
、
よ
り
自

然
に
近
い
形
で
あ
る
こ
と
が
理
想
的
。

生
き
物
に
触
れ
る
こ
と
で
「
自
然
と
と

も
に
生
き
て
い
る
」体
験
を
し
た
い
の

で
、
空
間
を
共
有
で
き
る
こ
と
が
重
要

で
す
。
飼
育
下
で
あ
っ
て
も
、
よ
り
広

い
ス
ペ
ー
ス
で
飼
わ
れ
て
い
る
方
が
魅

力
的
。
動
物
園
や
水
族
館
も
悪
く
あ
り

ま
せ
ん
が
、
そ
の
場
合
は
ア
メ
リ
カ
に

な
い
仕
掛
け
が
欲
し
い
で
す
。

そ
の
土
地
な
ら
で
は
の

限
定
の
景
色
が
み
え
る

　

旅
先
で
見
た
い
と
思
う
の
は
、
山
、

独
自
の
海
岸
線
、
木
や
花
な
ど
。
具
体

的
に
は
ド
ー
バ
ー
海
峡
、
ハ
ワ
イ
の
火

山
、
マ
ッ
タ
ー
ホ
ル
ン
、
フ
ィ
レ
ン
ツ

ェ
の
丘
か
ら
見
下
ろ
す
街
、
ニ
ー
ス
の

丘
か
ら
望
む
海
⋮
⋮
自
然
で
な
く
て
も
、

リ
オ
の
キ
リ
ス
ト
像
、
エ
ッ
フ
ェ
ル
塔
、

シ
カ
ゴ
の
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
、
東
京
タ
ワ

ー
な
ど
そ
の
地
を
代
表
す
る
よ
う
な
風

景
に
惹
か
れ
ま
す
。
日
本
だ
と
、
山
寺

に
雲
の
か
か
っ
た
景
色
を
見
た
い
で
す
。

　

日
本
の
よ
さ
は
快
適
に
旅
行
で
き
る

インタビュー概要
アメリカ、イギリス、中国の
各1名を対象に実施。

❶出現率の高い体験ジャンル「歴
史・文化」「海・川」「山・公園」に
ついてそれぞれ深層ニーズ、誘発
トリガーについての意見を聞く。

❷①での意見にマッチする日本の
地方部のコンテンツ約70を写真
と紹介文で提示。日本旅行のメ
イン目的となるものをピックアッ
プしてもらい、意見を聞いた。

深
層
ニ
ー
ズ

誘
発
ト
リ
ガ
ー

日
本
の
観
光
地

ジェイムズさん（仮名、30代後半）
アメリカ／カリフォルニア在住
海外旅行頻度は、仕事で年1回、
プライベートは年2、3回。国内旅
行も年2、3回は行く。最も身近な

「海外」はフランス、ドイツ、イタリ
アなどのヨーロッパ（カナダは国
内感覚）。いわゆるミドル・アッパ
ークラスの感覚の持ち主。

１
人
旅
率
が
比
較
的
高
く
「
冒
険
」と
い
う
深
層
ニ
ー
ズ
も
目
立
つ
ア
メ
リ
カ
。

旅
先
選
び
の
背
景
に
は
、
自
国
に
な
い
何
か
に
触
れ
る
こ
と
自
体
を

「
冒
険
」「
異
文
化
体
験
」と
捉
え
る
感
覚
が
あ
り
そ
う
だ
。

異
文
化
体
験
は
「
冒
険
」
そ
の
も
の

自
国
に
な
い
も
の
に
積
極
的
に
触
れ
る

アメリカ

まとめ 1

インタビュー

外国人が動くコンテンツの新法則
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こ
と
。
予
防
接
種
不
要
で
犯
罪
も
少
な

く
、
イ
ン
ド
ほ
ど
ハ
ー
ド
な
冒
険
で
な

く
と
も
存
分
に
異
文
化
体
験
で
き
ま
す
。

　

訪
れ
て
み
た
い
場
所
は
数
多
く
あ
り

ま
す
が
、
重
要
な
の
は
「
日
本
的
」「
そ

の
土
地
な
ら
で
は
」が
感
じ
ら
れ
る
こ

と
。
で
き
れ
ば
有
名
な
場
所
は
訪
ね
て

お
き
た
い
で
す
ね
。
観
光
地
は
で
き
る

だ
け
自
然
な
方
が
よ
く
、
人
工
的
な
観

光
施
設
に
は
惹
か
れ
ま
せ
ん
が
、
多
少

演
出
が
あ
っ
て
も
日
本
ら
し
さ
を
味
わ

え
る
の
で
あ
れ
ば
体
験
し
て
み
た
い
で

す
。
ち
な
み
に
人
工
的
と
い
え
ば
、
水

族
館
等
で
動
物
に
芸
を
さ
せ
る
こ
と
に

つ
い
て
は
よ
い
印
象
を
持
た
な
い
ア
メ

リ
カ
人
は
多
い
と
思
い
ま
す
。

　

自
然
の
風
景
で
あ
っ
て
も
、「
ア
メ

リ
カ
に
も
あ
る
」と
感
じ
る
も
の
に
つ

い
て
は
あ
ま
り
惹
か
れ
ま
せ
ん
。
た
と

え
ば
「
湖
と
自
然
」と
い
う
だ
け
な
ら

ア
メ
リ
カ
に
も
素
晴
ら
し
い
と
こ
ろ
が

た
く
さ
ん
あ
る
の
で
、
や
は
り
何
ら
か

の
そ
の
土
地
ら
し
さ
が
ほ
し
い
で
す
ね
。

　

多
く
の
ア
メ
リ
カ
人
は
東
京
、
大
阪

に
は
必
ず
泊
ま
る
と
思
う
の
で
、
そ
こ

か
ら
日
帰
り
で
き
る
範
囲
だ
と
行
き
や

す
い
で
す
が
、
私
自
身
が
上
で
選
ん
だ

観
光
地
は
近
く
に
宿
を
と
っ
て
で
も
行

き
た
い
と
こ
ろ
ば
か
り
。
拠
点
か
ら
あ

ま
り
に
も
ア
ク
セ
ス
が
難
し
く
な
い
と

助
か
り
ま
す
ね
！

「こんな場所なら行ってみたい」とピックアップ！

ジェイムズさんにささったコンテンツ
3人の話し手の中で最も多く「行きたい」場所を挙げてくれたジェイムズさん。
アメリカならではの「冒険」マインドが感じられるコメントも数多く出た。

仁淀川（高知県）
「仁淀ブルー」の淵とアクティビティ
この川の濃い水の青さはまさに日本的。
カヌーやラフティングなど具体的にできる
ことが写真で分かるのもよいですね。

ローソク島遊覧船（島根県）
岩の上に日が落ちる光景
ここは国際的に有名！美しければ有名で
なくても行きますが有名であればなおよ
し。写真映えする夕刻に行きたいです。

濃い緑や青、雲のグレー、紫がかった土の色など
の湿気を含んだ色に「日本」を感じるようだ

「天候に恵まれないと見られない可能性がある」な
どの弱点は、それほど気にしない様子

越前大野城（福井県）
雲海の中の山城
山に雲のかかったこの光景はまさに自分
の思う日本らしさのイメージ。歴史を感じ
る古い造りの建物も素晴らしいです。

山・雲・寺の組み合わせは、昔好きなゲームの映
像で触れて以来憧れのイメージだそう

龍泉洞（岩手県）
青の緑や光に彩られた鍾乳洞を散策
鍾乳洞の色が鮮やかで美しい。人工的な
光にも土地独自の意味があればとくに違
和感もなく、魅力的です。

浄土ヶ浜（岩手県）
独特の海岸線と遊覧船、カモメ
有名な場所で興味あり。色が鮮明で生き
生きとしているのもいい。カモメも土地独
自のものと分かれば興味がわきます。

イルミネーションやランタン、ホタルなど
の光はアジアのイメージ。これも海が光る
様子がユニークで興味深いですね。

海のオーロラ「夜光虫」（高知県）
船に乗って夜光虫ウォッチング

紫がかった色の感じと雲海がとても日本
的。とくに、この景色を見ながら食事がで
きたら大きなプラスですね。

星峠の棚田（新潟県）
風景を見ながら散策できる

川辺に赤い傘が並ぶ風景、和の弁当やス
イーツ、紅葉。やや人工的な感じはします
が、それでもぜひ体験したい内容です。

鶴仙渓川床（石川県）
川辺の席で弁当や和スイーツを提供

星空観賞＆インフィニティ温泉（宮城県）
景色とつながる温泉から星空を望む
個人的に星空が好き。温泉に入って見ると
より自然に近い感じが味わえそうです。川
沿いの露天風呂も魅力的ですね。

只見川（福島県）
鉄橋を見ながらカヌーに乗れる
鉄橋にかかる雲、緑を映した川面の深い
色、その中を電車が走る様子が素晴らし
い。日本独特の紅葉もぜひ見たいです。

大山（鳥取県）
石段や木道のあるハイキングコース
日本らしい石段や木道を歩いてお寺を目
指すのがよいですね。アメリカにある日本
庭園のオリジナルという印象です。

唐津くんち（佐賀県）
鯛の曳山と群衆、くんち料理
踊りだとやや参加しづらいですが、これな
ら人込みに紛れるだけで雰囲気を味わえ
そう。地方の日本食にも興味あり！
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パ
ー
ト
ナ
ー
と
充
実
し
た

時
間
を
過
ご
す

　

そ
も
そ
も
「
旅
行
＝
パ
ー
ト
ナ
ー
と

過
ご
す
た
め
の
も
の
」と
い
う
く
ら
い
、

パ
ー
ト
ナ
ー
は
旅
に
組
み
込
ま
れ
て
い

ま
す
。
風
景
の
写
真
を
撮
る
の
も
、
と

も
に
過
ご
し
た
時
間
を
振
り
返
る
た
め
。

食
べ
物
の
写
真
は
あ
ま
り
撮
り
ま
せ
ん
。

カ
フ
ェ
や
バ
ー
で
の
ん
び
り
過
ご
し
、

街
を
歩
い
て
雰
囲
気
を
味
わ
う
な
ど
の

ち
ょ
っ
と
し
た
行
動
も
、
パ
ー
ト
ナ
ー

と
異
国
で
体
験
す
る
こ
と
自
体
に
意
味

が
あ
り
ま
す
。

家
族
を
お
も
て
な
し
し
た
い

　

イ
ギ
リ
ス
か
ら
は
、
ス
ペ
イ
ン
、
フ

ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ
ア
等
、
２
時
間
で
行

け
る
外
国
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
さ

ら
に
家
族
で
気
楽
に
楽
し
め
る
旅
行
と

し
て
、
２
０
０
～
３
０
０
ポ
ン
ド
（
３

～
４
万
５
０
０
０
円
程
度
）で
宿
、
移

動
、
食
事
が
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
な
っ
た
ツ

ア
ー
も
数
多
く
あ
り
ま
す
。
イ
ギ
リ
ス

人
の
海
外
旅
行
は
多
く
が
そ
う
い
う
旅

行
で
頻
度
も
高
い
。
一
方
日
本
な
ど
遠

方
に
行
く
旅
行
は
、
学
生
時
代
～
就
職

ま
で
の
間
、
結
婚
し
て
子
供
が
生
ま
れ

る
ま
で
、
リ
タ
イ
ア
後
な
ど
あ
る
程
度

タ
イ
ミ
ン
グ
が
限
ら
れ
ま
す
。

冒
険
心
を
満
た
し
た
い

　

イ
ギ
リ
ス
国
内
に
は
ナ※

シ
ョ

ナ
ル
ト
ラ
ス
ト
に
よ
る
人
気
の

散
策
路
が
た
く
さ
ん
あ
り
、

人
々
は
歩
く
の
に
慣
れ
て
い
ま

す
。
自
然
の
中
を
歩
く
た
め
に

山
や
公
園
に
行
き
ま
す
し
、
そ

れ
自
体
が
冒
険
心
を
満
た
す
こ

と
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
ナ
シ
ョ
ナ

ル
ト
ラ
ス
ト
の
散
策
路
に
は
ロ
ッ
ジ
が

あ
り
、
必
要
な
装
備
が
揃
っ
て
い
る
の

が
普
通
。
海
外
で
そ
う
い
っ
た
場
所
に

行
く
場
合
も
、
あ
る
程
度
の
設
備
が
整

っ
て
い
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
ね
。

そ
の
土
地
の
文
化
や
歴
史
の

背
景
や
世
界
観
を
体
感
で
き
る

　

歴
史
＝
古
さ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
の「
自
由
の
女
神
」も「
ツ

イ
ン
タ
ワ
ー
」も
歴
史
だ
と
感
じ
ま
す
。

日
本
文
化
の
典
型
的
な
イ
メ
ー
ジ
は

「
ハ
イ
テ
ク
」。
電
光
掲
示
や
ネ
オ
ン
サ

イ
ン
の
た
く
さ
ん
あ
る
街
に
、
日
本
を

感
じ
ま
す
ね
。

そ
の
土
地
な
ら
で
は
の

限
定
の
景
色
が
見
え
る

　

そ
の
国
の
代
表
的
な
景
色
に
つ
い
て

は
「
見
て
お
き
た
い
」と
い
う
程
度
。そ

れ
よ
り
も
、
１
日
で
雰
囲
気
の
違
う
ビ

ー
チ
を
い
く
つ
も
回
れ
る
な
ど
の
ほ
う

が
よ
い
で
す
ね
。
ギ
リ
シ
ャ
、
タ
イ
な

ど
は
そ
う
い
う
場
所
が
多
く
て
魅
力
的
。

そ
も
そ
も
、
観
光
地
は
い
ろ
い
ろ
な
こ

と
が
で
き
る
ほ
う
が
魅
力
的
で
す
。

そ
の
土
地
な
ら
で
は
の

生
き
物
に
会
え
る

　

私
自
身
は
動
物
が
目
的
で
旅
を
す
る

わ
け
で
は
な
い
で
す
が
、
そ
の
土
地
ら

し
い
動
物
が
い
れ
ば
出
会
い
た
い
で
す

ね
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
エ
イ
、
イ
ル

カ
や
サ
ン
ゴ
、
コ
ス
タ
リ
カ
の
ジ
ャ
ン

グ
ル
に
住
む
動
物
は
印
象
的
で
し
た
。

飼
わ
れ
て
い
る
姿
で
は
な
く
、
自
由
に

走
り
回
る
姿
が
見
た
い
で
す
。

そ
の
土
地
の
気
候
が
よ
い

　

イ
ギ
リ
ス
特
有
の
旅
の
ス
タ
イ
ル
と

し
て
、
10
～
11
月
ご
ろ
に
「
夏
を
延
長

す
る
」感
覚
で
行
く
旅
行
が
あ
り
ま
す
。

長
く
て
暗
い
冬
か
ら
逃
げ
る
た
め
な
の

で
、
当
然
気
候
は
重
要
で
す
。

「
日
本
に
来
た
ら
日
本
ら
し
い
体
験
を
」

深
層
ニ
ー
ズ

誘
発
ト
リ
ガ
ー

日
本
の
観
光
地

※ナショナルトラストとはイギリスで生まれた自然保護運動のこと。自然環境の破壊を防ぐため、保全をし、市民への公開を行うなどの活動をしている。

ハリーさん（仮名、30代前半）
イギリス／ロンドン在住
海外旅行は仕事だけでも月2回ペ
ース。プライベートでも休みが取
れれば必ず行く。年25日ある有給
休暇のうち90％は旅行をし、年に
1度はアジア、アメリカなどの遠方
にも行く旅行上級者。主にガール
フレンドと行く。

パ
ー
ト
ナ
ー
や
家
族
と
過
ご
す
こ
と
が
旅
の
大
き
な
深
層
ニ
ー
ズ
と
な
っ
て
い
た
イ
ギ
リ
ス
。

背
景
に
は
、
近
隣
に
多
く
の
「
外
国
」を
持
つ
地
理
的
条
件
も
影
響
し
て
い
そ
う
だ
。

特
別
な
こ
と
よ
り
、
好
き
な
こ
と
を
異
国
で
行
う
ス
タ
イ
ル
も
感
じ
ら
れ
る
。

「
作
ら
れ
た
も
の
」
に
は
関
心
低
め

市
場
や
祭
り
、自
然
で
文
化
を
感
じ
た
い

イギリス
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「こんな場所なら行ってみたい」とピックアップ！

ハリーさんにささったコンテンツ
ハイキングが趣味のハリーさんは、「日本でのハイキング」に興味津 。々

祭りや市場など、古くからの生活や文化に自然な形で触れたいという思いもあるようだ。

と
は
あ
ま
り
思
い
ま
せ
ん
。
日
本
を
旅

し
て
い
れ
ば
、
そ
れ
が
ど
こ
で
あ
ろ
う

と
文
化
や
食
は
日
本
の
も
の
。
そ
れ
だ

け
で
十
分
日
本
を
選
ぶ
理
由
に
な
る
の

で
、
あ
と
は
自
分
の
好
き
な
こ
と
を
や

り
た
い
の
で
す
。
僕
の
場
合
は
ハ
イ
キ

ン
グ
で
す
ね
。
美
し
い
自
然
の
景
色
に

も
、
絶
対
に
自
分
の
足
で
歩
い
て
た
ど

り
着
き
た
い
。
電
車
を
乗
り
継
ぐ
ぶ
ら

り
旅
も
よ
い
で
す
が
、
バ
ス
で
連
れ
て

来
ら
れ
て
景
色
だ
け
見
る
よ
う
な
ツ
ア

ー
に
は
魅
力
を
感
じ
ま
せ
ん
。

　

と
り
わ
け
文
化
を
実
感
で
き
る
と
思

う
の
は
市
場
や
お
祭
り
で
す
ね
。
市
場

は
、
よ
り
伝
統
的
で
、
扱
っ
て
い
る
も

の
が
幅
広
く
、
写
真
映
え
す
る
と
こ
ろ

に
惹
か
れ
ま
す
。お
祭
り
は
、少
し「
奇

妙
さ
」を
感
じ
る
ほ
う
が
い
い
で
す
ね
。

な
ぜ
人
々
が
熱
狂
し
て
い
る
の
か
が
分

か
ら
な
い
と
こ
ろ
へ
自
分
も
入
っ
て
行

き
、
雰
囲
気
を
味
わ
っ
て
み
た
い
の
で

す
。

　

今
ま
さ
に
日
本
旅
行
を
計
画
し
て
い

る
と
こ
ろ
な
の
で
す
が
、
や
は
り
日
本

＝
ハ
イ
テ
ク
の
イ
メ
ー
ジ
な
の
で
大
都

市
は
外
せ
ま
せ
ん
。
今
回
選
ん
だ
よ
う

な
観
光
地
は
、
大
都
市
部
＋
α
と
し
て

行
く
イ
メ
ー
ジ
。
た
だ
、
日
本
に
行
く

な
ら
２
週
間
以
上
は
か
け
る
と
思
う
の

で
、
そ
れ
も
十
分
可
能
だ
と
思
い
ま
す
。

山と海岸という景色がよく、クルーズ船、
カヤックで洞窟に入るなど好みのアクテ
ィビティも多い！カモメも面白いですが一
番は景色や体験内容ですね。

「ゆっくり過ごす」のではなくさまざまなアクティビ
ティの提案が高評価につながった

何が起こっているか分からない奇妙な光
景！この巨大な魚は何？（笑）でも町全体
が楽しんでいるのが伝わります。できれば
参加して雰囲気を感じたいですね。

衣装だけ、曳山だけというのでなく、さまざまな
要素が熱気を生んでいるのが魅力だという

浄土ヶ浜（岩手県）
独特の海岸線と遊覧船、カモメ

風景だけで行きたいと思える数少ない場
所。遠景の稜線が日本的で「日の昇る国」
のイメージそのものです。ハイキングのゴ
ールとして見てみたい景色ですね。

ハリーさんが最も日本的と感じた風景。米＝日本
のイメージも強いという

星峠の棚田（新潟県）
風景を見ながら散策できる

唐津くんち（佐賀県）
鯛の曳山と群衆、くんち料理

ハイキングやキャンプには慣れていますが
これはなかなかないですね！起きて朝日
を眺めるなど、感覚が呼び起こされるよう
な経験ができそうです。

この写真以外にも、森を舞台としたさまざまなア
クティビティがあることも好評だった

ツリーピクニックアドベンチャー（福井県）
樹間デッキでテント泊、アクティビティ多数

山と氷河が一体になったような景色は壮
観で、とても日本らしいと感じます。湖畔
で乗馬ができるのも、自然と一体となれ
る感覚が味わえてよいですね。

摩周湖（北海道）
透明度日本一

オーストラリア・フレーザー島で崖から飛
び降りたりして遊んだのを思い出しまし
た。船で回れるのも楽しそうだし、自然の
魚と触れ合えそうなのもよいですね。

九十九島（長崎県）
島 を々めぐってさまざまな遊びができる

普段からハイキングが好きでよく行きます
が、異国で行うことに意味があるんです。
携帯もつながらず自然と一体化できそう
な感じに魅力を感じました。

大山（鳥取県）
石段や木道のあるハイキングコース

大山と同じくぜひハイキングしてみたいと
感じましたが、こちらはより野性的な景観
がよいですね。牛が放し飼いされている様
子も魅力的です。

四国カルスト（愛媛県、高知県）
ハイキング、キャンプ、放牧地

フードマーケットは土地の日常、文化が垣
間見える場。食べられるもののバリエーシ
ョンや、写真映えする活気に期待します！
生の魚もOKですよ。

輪島朝市（石川県）
日本海の幸を食べ歩きできる

11 June  2019　



そ
の
土
地
な
ら
で
は
の
歴
史
や

文
化
を
深
く
知
り
た
い

　

今
ち
ょ
う
ど
会
社
の
同
僚
と
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
旅
行
を
計
画
し
て
い
ま
す
が
、
１

日
１
カ
所
は
代
表
的
な
博
物
館
を
入
れ

て
い
ま
す
。
場
所
に
こ
だ
わ
り
は
な
く
、

「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
な
ら
博
物
館
」と
い
う
イ

メ
ー
ジ
で
、
人
生
で
一
度
は
見
て
お
き

た
い
と
い
う
感
覚
で
す
。
そ
う
い
う
対

象
は
国
に
よ
っ
て
違
っ
て
い
て
、
タ
イ

な
ら
仏
教
寺
院
だ
し
、
日
本
な
ら
京
都
、

お
茶
、着
物
な
ど
の「
文
化
」に
触
れ
る

こ
と
。
お
祭
り
な
ど
の
伝
統
的
な
イ
ベ

ン
ト
に
も
「
文
化
」を
感
じ
ま
す
。内
容

に
つ
い
て
は
、
深
く
知
る
と
い
う
よ
り

「
自
己
紹
介
」程
度
で
十
分
。
大
切
な
の

は
帰
国
後
に
「
行
っ
て
き
た
」と
語
れ

る
こ
と
で
、
地
図
上
に
ピ
ン
を
立
て
る

よ
う
な
感
覚
で
す
ね
。
海
外
旅
行
＝
国

内
旅
行
と
比
べ
て
ス
テ
イ
タ
ス
が
高
い

こ
と
を
し
て
き
た
、
と
い
う
気
持
ち
に

な
れ
る
こ
と
が
重
要
な
ん
で
す
。

リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
い

　

過
去
に
訪
れ
て
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
た

風
景
と
い
え
ば
、
新
婚
旅
行
で
行
っ
た

モ
ル
デ
ィ
ブ
の
サ
ン
セ
ッ
ト
。
景
色
を

眺
め
る
だ
け
で
は
な
く
、
コ
コ
ナ
ツ
ジ

ュ
ー
ス
を
飲
み
な
が
ら
ビ
ー
チ
に
い
る

人
の
姿
を
眺
め
る
な
ど
の
体
験

全
体
が
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

た
だ
、
ビ
ー
チ
と
は
い
え
「
何

も
し
な
い
」よ
り
「
何
か
が
で

き
る
」方
が
よ
い
で
す
ね
。
モ

ル
デ
ィ
ブ
な
ら
ダ
イ
ビ
ン
グ
も

し
た
い
し
、
日
本
な
ら
新
鮮
な

海
の
幸
も
楽
し
み
た
い
。
ハ
ワ

イ
な
ら
街
歩
き
も
し
た
い
で
す
。

異
文
化
を
味
わ
い
た
い

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
な
ら
風
景
も
人
も
中
国

と
は
見
た
目
が
違
う
の
で
、
い
る
だ
け

で
異
文
化
を
感
じ
ま
す
。
日
本
の
場
合

は
体
験
が
重
要
で
す
ね
。
た
と
え
ば

「
き
れ
い
（
清
潔
感
）」「
姿
勢
が
丁
寧
」

「
商
売
っ
気
な
く
教
え
て
く
れ
る
親
切

さ
」な
ど
も
立
派
な
異
文
化
で
す
。

そ
の
土
地
の
文
化
や
歴
史
の

背
景
や
世
界
観

　

中
国
で
は
で
き
な
い
日
本
な
ら
で
は

の
体
験
を
挙
げ
る
な
ら
、
キ
ャ
ン
プ
、

質
の
高
い
農
業
体
験
、
温
泉
や
独
特
の

お
も
て
な
し
を
味
わ
え
る
旅
館
で
の
宿

泊
な
ど
。
花
火
も
中
国
で
は
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
日
本
の
も
の
は
質
が
高

い
と
有
名
で
魅
力
に
感
じ
ま
す
。

土
地
な
ら
で
は
の
限
定
の
景
色

　

ぜ
ひ
訪
ね
て
み
た
い
と
思
う
の
は

「
ラ
ン
キ
ン
グ
１
位
」「
行
く
べ
き
１
０

０
選
」「
１
０
０
０
本
の
桜
」な
ど
、
数

字
で
は
っ
き
り
価
値
が
伝
わ
る
風
景
。

だ
っ
て
私
た
ち
、
旅
で
失
敗
し
た
く
な

い
ん
で
す
！
こ
う
し
た
表
現
は
S
N
S

に
ア
ッ
プ
す
る
際
も
、
そ
の
ま
ま
キ
ャ

プ
シ
ョ
ン
に
使
い
ま
す
ね
。

土
地
な
ら
で
は
の
乗
り
物

　

日
本
で
乗
り
た
い
の
は
ず
ば
り
鉄
道
。

「
九
州
鉄
道
の
旅
」「
鎌
倉
の
江
ノ
電
」

な
ど
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
影
響
も
大
き

い
と
思
い
ま
す
。
豪
華
列
車
で
な
く
て

も
、
目
的
地
ま
で
の
車
窓
の
風
景
な
ど

が
楽
し
め
れ
ば
満
足
。
歩
く
の
が
あ
ま

り
好
き
で
は
な
く
、
観
光
地
は
効
率
よ

く
回
り
た
い
の
で
自
転
車
も
あ
れ
ば
利

用
し
ま
す
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
バ
ス
ツ

ア
ー
な
ど
が
充
実
し
て
い
ま
す
が
、
日

本
に
は
あ
ま
り
よ
い
移
動
手
段
が
な
い

印
象
が
あ
り
ま
す
。

　

両
親
、
子
連
れ
の
家
族
３
世
代
、
ま

た
は
友
達
同
士
、
あ
る
程
度
の
人
数
で

深
層
ニ
ー
ズ

誘
発
ト
リ
ガ
ー

日
本
の
観
光
地

ズーハンさん（仮名、30代後半）
中国／上海在住
旅行は重要な趣味の一つで、3連
休なら上海近郊、5連休以上なら
海外旅行を計画。両親＋子供の3
世代旅行か会社の同僚との旅行
が多い。日本には留学経験もあ
り、20回以上訪れている。

友
人
同
士
や
家
族
と
の
旅
行
が
多
い
中
国
人
旅
行
者
。

同
行
者
と
と
も
に
楽
し
む
た
め
、
全
員
が
楽
し
め
る
コ
ン
テ
ン
ツ
を
求
め
、

誘
発
ト
リ
ガ
ー
の
背
景
に
は
海
外
旅
行
に
ス
テ
イ
タ
ス
を
求
め
る
心
理
も
あ
る
よ
う
だ
。

ス
テ
イ
タ
ス
志
向
×
失
敗
し
た
く
な
い

＝
明
確
な
「
行
く
価
値
」
を
求
め
る

中国
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「こんな場所なら行ってみたい」とピックアップ！

ズーハンさんにささったコンテンツ
旅先候補に選ばれたコンテンツは、同行者全員が楽しめる複数の体験を含むものが中心。
インパクトのある壮大な風景も、プラスαの体験でより魅力的に感じられるようだ。

行
く
こ
と
が
多
い
の
で
、
旅
先
は
い
ろ

い
ろ
な
こ
と
が
で
き
る
イ
メ
ー
ジ
が
つ

く
場
所
が
い
い
で
す
ね
。
風
景
は
、
よ

ほ
ど
の
知
名
度
や
壮
大
さ
が
な
い
と
そ

れ
だ
け
で
は
目
的
に
な
り
ま
せ
ん
が
、

「
紅
葉
の
下
を
ボ
ー
ト
で
回
る
」「
水
に

入
っ
て
魚
を
取
る
」な
ど
、
風
景
の
中

で
何
か
が
で
き
れ
ば
一
気
に
魅
力
的
に

感
じ
ら
れ
ま
す
。
一
方
で
、
旅
行
で
失

敗
し
た
く
な
い
の
で
、
雲
海
の
よ
う
に

見
ら
れ
る
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
も
の

は
敬
遠
し
が
ち
。
ま
た
中
国
で
は
空
気

の
淀
み
は
健
康
に
よ
く
な
い
イ
メ
ー
ジ

が
あ
る
た
め
、
洞
窟
や
霧
は
あ
ま
り
好

き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

家
族
旅
行
で
は
子
供
の
知
識
を
増
や

し
た
い
と
い
う
目
的
も
あ
る
の
で
工
場

見
学
も
よ
い
で
す
が
、
あ
ま
り
難
し
い

も
の
よ
り
、
お
菓
子
が
作
れ
て
食
べ
ら

れ
る
な
ど
が
よ
い
で
す
。
農
業
体
験
に

も
興
味
が
あ
り
ま
す
が
、
大
人
数
に
な

り
が
ち
な
の
で
農
家
民
泊
だ
と
気
を
遣

っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

気
を
遣
う
と
い
え
ば
移
動
の
問
題
も
。

大
き
な
荷
物
を
も
っ
て
公
共
交
通
機
関

で
移
動
す
る
の
は
気
が
引
け
る
の
で
、

で
き
れ
ば
バ
ス
で
移
動
で
き
る
と
助
か

り
ま
す
。
い
く
つ
か
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト

を
組
み
合
わ
せ
た
バ
ス
ツ
ア
ー
が
あ
れ

ば
、
単
独
で
は
目
的
に
な
ら
な
い
旅
先

も
目
的
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

越前海岸のイカ釣り体験（福井県）
自分で釣ったイカを食べられる

「自然の中で自分で食物を獲って食べる」
体験は、中国では安心してできないこと
だけに憧れ。生でも問題ないですが、焼
いて食べられるとより嬉しいですね。

摩周湖（北海道）
透明度日本一
写真のようなブルー×白の色味は日本ら
しさそのものでぜひ見てみたい。湖畔でホ
ーストレッキングができるとのことですが、
子連れだと安全面が心配です。

只見川（福島県）
鉄橋を見ながらカヌーに乗れる
風景が壮大で、川の上にかかる鉄橋とい
うのが珍しい。川から見上げる風景もよさ
そうなのでカヌーがあるなら乗ってみたい。
ただし安全であることは重要です。

「このような写真が取れるならぜひ行きたい」との
発言も。撮影スポットの案内も有効そうだ

獲れる魚は「その土地らしいものであれば何でも
歓迎」。地域ごとの資源を活かせそうだ

日本のイメージは「ピュア」「クリア」。澄んだ水や
空気に「らしさ」を感じるという

田沢湖（秋田県）
深さ日本一。ボートに乗れる
紅葉の写真が美しいですね。紅葉は日本
でぜひ見たい風景の一つ。それを湖上か
らボートに乗って見ることができれば最
高です。

九十九島（長崎県）
島々をめぐってさまざまな遊びができる
遊覧船は高齢の父母、水族館は子供と
家族全員で楽しめそうなので、３世代旅
行の多い私たちには嬉しいですね。美し
い夕日の中を出かけられるのも素敵です。

横手かまくら祭り（秋田県）
夜のかまくらの中で過ごせる
以前行った蔵王のライティングも美しか
ったですが、雪とライティングの光景はイ
ンパクト十分。かまくらの中でお酒を飲み
ながら焼肉を食べられたら嬉しいです！

仁淀川（高知県）
「仁淀ブルー」の淵とアクティビティ
景色がよいだけでなく、山歩き、ボート、
キャンプ、川遊び等々体験内容が充実し
ていそうなのがよいですね。透明度の高い
青は日本ならではの美しさで感動的！

片貝まつりの花火（新潟県）
日本最大、４尺玉の打ち上げ
最近はSNSで長岡の花火が話題になっ
ていますが、日本の花火の質の高さは中
国では有名。ある程度規模感が大きけれ
ば必ず行ってみたいイベントの一つです。

ツリーピクニックアドベンチャー（福井県）
樹間デッキでテント泊、アクティビティ多数
緑の中でキャンプができるのも、雪山を自
分の足で歩くのも、日本ならではの体験。
さまざまなアクティビティがあるのも、わ
ざわざ訪ねたくなる理由になります。
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外
国
人
旅
行
者
向
け
の
有
力
コ
ン
テ

ン
ツ
を
、「
深
層
ニ
ー
ズ
」「
体
験
ジ
ャ

ン
ル
」「
誘
発
ト
リ
ガ
ー
」で
発
掘
し
よ

う
と
い
う
の
が
今
回
の
ア
イ
デ
ア
。
こ

れ
ら
の
項
目
は
前
半
で
紹
介
し
た
定
量

調
査
の
結
果
か
ら
導
き
出
す
こ
と
が
で

き
る
が
、
そ
の
具
体
的
な
内
容

―
た

と
え
ば
、
ア
メ
リ
カ
人
旅
行
者
が
「
冒

険
心
を
満
た
す
」と
は
ど
う
す
る
こ
と

か
、
中
国
人
旅
行
者
に
と
っ
て
の
「
限

定
の
景
色
」と
は
ど
う
い
う
も
の
か
と

い
っ
た
こ
と
を
つ
か
む
に
は
、
後
半
の

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
が
役
に
立
つ
。
も
ろ
ち

ん
、
今
回
紹
介
し
た
の
は
個
人
の
意
見

で
あ
り
、
す
べ
て
の
人
に
当
て
は
ま
る

と
は
限
ら
な
い
。
し
か
し
、
定
量
調
査

結
果
と
も
あ
る
程
度
整
合
し
て
い
て
、

参
考
に
は
な
り
そ
う
だ
。（
具
体
的
な

考
え
方
は
図
３
参
照
）

　

な
お
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
実
際
の
観

光
地
を
選
ん
で
も
ら
っ
た
際
、
各
国
に

共
通
す
る
点
も
見
ら
れ
た
。写
真
は
、全

員
に
評
価
の
高
か
っ
た
長
崎
県
の
九
十

九
島
。
理
由
は
「
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の

豊
富
さ
」と「
体
験
内
容
が
イ
メ
ー
ジ
し

や
す
い
こ
と
」。コ
ン
テ
ン
ツ
発
掘
の
際

に
は
、
こ
う
し
た
点
に
つ
い
て
も
踏
ま

え
た
う
え
で
検
討
す
る
と
よ
い
だ
ろ
う
。

　
Ｊ
Ｒ
Ｃ
で
は
今
後
も
さ
ら
な
る
研
究

を
行
う
予
定
だ
。
と
く
に
「
深
層
ニ
ー

ズ
」に
つ
い
て
は
さ
ら
な

る
分
析
を
行
い
、
ニ
ー
ズ

ご
と
の
タ
イ
プ
分
け
を
し

た
う
え
で
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト

像
を
明
確
に
し
た
い
。
ま

た
、
法
則
か
ら
導
き
出
さ

れ
た
コ
ン
テ
ン
ツ
で
ど
れ

く
ら
い
外
国
人
旅
行
者
が

動
く
の
か
、
さ
ら
な
る
実

証
も
続
け
て
い
く
。

「
法
則
」
に
あ
て
は
め
て

有
力
コ
ン
テ
ン
ツ
を
発
掘
す
る

導
き
出
さ
れ
た
コ
ン
テ
ン
ツ
案
は

Ｊ
Ｒ
Ｃ
で
も
引
き
続
き
実
証

九十九島について外国人に意見を聞いた際に使用した写真の一部。３カ国共通でコンテンツを選ぶ際に重要なポイントとなって
いたのが「アクティビティが豊富」。「まる1日遊べる」ことは外国人観光客にとって強い誘発トリガーになっているのかもしれない

「
深
層
ニ
ー
ズ
」「
体
験
ジ
ャ
ン
ル
」「
誘
発
ト
リ
ガ
ー
」か
ら

コ
ン
テ
ン
ツ
を
発
掘
す
る
た
め
の
具
体
的
な
考
え
方
と
は
？

こ
こ
ま
で
の
結
果
か
ら
見
え
て
き
た
内
容
を
も
と
に
実
践
し
て
み
よ
う
。

深
層
ニ
ー
ズ
・
体
験
ジ
ャ
ン
ル
・
誘
発
ト
リ
ガ
ー
で

誘
客
に
つ
な
が
る
コ
ン
テ
ン
ツ
を
発
掘
す
る

法則活用

実践

図3	 法則を活用してコンテンツを発掘するための考え方

自エリアにある
体験ジャンルは？

歴史・文化／海・川／山・公
園…などから選択（図2の項
目）

考え方
旅行者が実施している旅行体
験のうち、出現率が高いジャン
ルにあてはまるものが地域に
ないか探してみる（図2参照）

例
お寺に

散策路がある

歴史・文化

自エリアにある
誘発トリガーは？

限定の景色／写真映え／生
き物…などから選択（表6の
項目）

考え方
旅行者の期待（誘発トリガー）
のうち出現率の高いものが地
域にないか探してみる（表6参
照）

例
お寺に

ホタルがいる

生き物

どんなニーズが
自エリアに合いそうか？

冒険心を満たしたい／リラッ
クスしたい／異文化の世界
を味わいたい…などから選択

（表3の項目）

考え方
国ごとにニーズの高い項目
のうち、どんなニーズになら
応えられるかを考える（表3
参照）

例
古い町と生活感が

残っている

異文化

今後、さらに具体的な
タイプ分類について検証予定

お寺を散策
しながら

ホタル観賞をする

深層ニーズを選ぶ 体験ジャンルを選ぶ 誘発トリガーを選ぶ コンテンツ例

外国人が動くコンテンツの新法則
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担
当
研
究
員
よ
り

　
こ
こ
数
年
で
「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
」と
い

う
言
葉
も
定
着
し
て
き
た
が
、
日
本
の

観
光
産
業
は
長
年
日
本
人
の
国
内
旅
行

が
基
盤
と
な
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、

宿
で
ゆ
っ
く
り
過
ご
し
、
観
光
ス
ポ
ッ

ト
へ
は
軽
く
立
ち
寄
る
過
ご
し
方
が
根

付
い
て
い
る
よ
う
に
思
う
。
そ
の
た
め
、

長
時
間
か
け
な
く
て
も
見
て
回
れ
る
手

軽
な
観
光
ス
ポ
ッ
ト
が
多
い
の
が
特
徴

だ
。し
か
し
国
内
旅
行
の
延
長
で
観
光
ス

ポ
ッ
ト
の
楽
し
み
方
を
提
案
し
た
だ
け

で
は
、
外
国
人
が
は
る
ば
る
遠
い
日
本

ま
で
旅
行
す
る
動
機
に
な
り
に
く
い
。外

国
人
旅
行
者
が
ど
ん
な
気
持
ち
を
満
た

し
た
い
か
、
何
を
期
待
し
て
体
験
を
し

た
い
か
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
、観
光
ス
ポ
ッ

ト
を
い
わ
ば
「
ア
レ
ン
ジ
」し
て
い
く
こ

と
が
重
要
だ
。
た
と
え
ば
、
美
し
い
湖
畔

の
景
色
を
見
る
だ
け
で
な
く
、
散
策
ル

ー
ト
や
乗
り
物
な
ど
の
演
出
を
す
る
。た

だ
見
る
観
光
だ
け
で
な
く
滞
在
時
間
も

長
く
な
り
、
消
費
額
ア
ッ
プ
に
も
効
果

が
あ
る
だ
ろ
う
。外
国
人
の
気
持
ち
に
よ

り
そ
っ
て
、
ア
レ
ン
ジ
方
法
を
イ
メ
ー

ジ
し
て
み
て
欲
し
い
。

外
国
人
目
線
で

観
光
資
源
を
「
ア
レ
ン
ジ
」

す
る
こ
と
が
誘
客
の
鍵
に

じゃらんリサーチセンター
研究員

松本百加里
「じゃらん海外旅行ニー
ズ調査」をはじめ、イン
バウンドに関する調査や
研究を担当。

アメリカ

歴史・文化

その土地ならではの
限定の景色

□山寺に雲のかかったような景色

その土地ならではの異文化の
世界に飛び込みたい

□歩くこと自体が異文化
□歩く範囲にいろいろな文化が感

じられるとよい

雲海に包まれた
歴史的な建物

越前大野城

海・川

その土地ならではの生き物
□自然との共生を感じられる（スピ

リチュアル）
□自国にはないその土地ならでは

の動物

冒険心を満たしたい
□体を動かす、アクティビティ
□知らない土地を探検している感

じ

人工の光のない
夜の海岸で眺める

海のオーロラ
「夜光虫」

深層ニーズを選ぶ 体験ジャンルを選ぶ 誘発トリガーを選ぶ コンテンツ例

イギリス

歴史・文化
パートナーと充実した
時間を過ごす

□いつもと同じ好きなことをしつ
つ、ともに時間を過ごしたい

地物の魚が集まり
住民が日常の
買い物をする

輪島朝市

地元の人とコミュニケー
ションがたくさんとれる

□地元の人と同じ時間を過ごす
□街の空気を味わう

食事やお酒が美味しい
□その土地らしさが感じられるロー

カルフード

海・川
家族をおもてなししたい

□それぞれがいろいろ楽しめて、リ
ラックスもできるとよい

独特の地形プラス
カヤック、遊覧船

浄土ヶ浜

その土地ならではの
限定の景色

□海と山が迫った風景
□海に面した崖

アクティビティの
種類が豊富

□いろいろな遊びが楽しめる

深層ニーズを選ぶ 体験ジャンルを選ぶ 誘発トリガーを選ぶ コンテンツ例

だから評価が高かった！
法則から導く有力コンテンツ例

インタビューで評価の高かった観光コンテンツについて、法則に当てはめた場合どう考えられるのかを分析してみた。

歴史・文化

その土地の文化や
歴史の背景や世界観

□昔からあるイベントや体験をし
たい

□自国では見られないもの、できな
いことを楽しみたい

その土地ならではの歴史や
文化を深く知りたい

□数値でわかりやすくランキングが
高い、スペシャル感がある、口コ
ミが高いなど、人に自慢できる
ことに触れたい

□自国にはないものに触れたい

質の高い日本の花火
大きさも特徴

片貝まつりの
花火

山・公園
その土地ならではの
限定の景色

□壮大さ
□その季節での旬な景色

リラックスしたい
□現実世界から離れた空間を感じ

る景色を見たい

渓谷に鉄橋がかかり
紅葉も美しい

只見川

深層ニーズを選ぶ 体験ジャンルを選ぶ 誘発トリガーを選ぶ コンテンツ例

中国

15 June  2019　
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「
Ｓ
Ｕ
Ｐ
」や「
キ
ャ
ニ
オ
ニ
ン
グ
」、「
フ
ラ

イ
ボ
ー
ド
」な
ど
、
続
々
と
海
外
か
ら
輸

入
さ
れ
る
ア
ウ
ト
ド
ア
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

の
数
々
。
未
体
験
の
爽
快
感
や
ス
リ
ル
を

楽
し
め
る
上
に
“
S
N
S
映
え
”コ
ン
テ

ン
ツ
と
し
て
も
人
気
が
高
い
こ
れ
ら
の
ア

ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
は
、
現
在
の
ア
ウ
ト
ド
ア

人
気
を
支
え
る
ひ
と
つ
の
柱
。
木
々
の
間

に
張
ら
れ
た
ワ
イ
ヤ
ー
ロ
ー
プ
を
滑
車
で

駆
け
下
り
る
「
ジ
ッ
プ
ス
ラ
イ
ド
（
ジ
ッ

プ
ラ
イ
ン
）」も
、
こ
こ
数
年
で
人
気
が

定
着
し
た
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
だ
。

　

そ
ん
な
「
ジ
ッ
プ
ス
ラ
イ
ド
」の
普
及

に
ひ
と
役
買
っ
た
の
が
、
フ
ラ
ン
ス
発
の

“
自
然
共
生
型
ア
ウ
ト
ド
ア
パ
ー
ク
”「
フ

ォ
レ
ス
ト
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
」だ
。
２
０

０
６
年
に
第
一
号
施
設
「
フ
ォ
レ
ス
ト
ア

ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
・
フ
ジ
」を
開
業
し
て
以

来
、
同
パ
ー
ク
は
30
施
設
に
ま
で
拡
大
。

現
在
、
述
べ
利
用
者
数
は
２
０
０
万
人
を

超
え
て
い
る
。
同
施
設
は
な
ぜ
、
こ
れ
ほ

ど
の
急
成
長
を
果
た
せ
た
の
か
。

 

「
開
業
以
降
の
数
年
は
認
知
度
が
低
く
、

年
１
〜
２
カ
所
程
度
の
ペ
ー
ス
で
新
規
施

設
の
オ
ー
プ
ン
を
進
め
な
が
ら
少
し
ず
つ

お
客
さ
ま
を
増
や
し
て
い
く
時
期
が
続
き

ま
し
た
。
そ
れ
が
10
施
設
を
超
え
た
あ
た

り
か
ら
一
般
へ
の
認
知
度
が
高
ま
り
、
２

０
１
２
年
頃
に
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
メ
デ
ィ
ア
で

頻
繁
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
。
ま
た
、

開
業
当
初
は
20
代
の
若
者
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト

に
し
た
『
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
コ
ー
ス
』の

み
で
し
た
が
、
７
〜
８
年
前
に
１
１
０

以
上
の
お
子
様
が
利
用
で
き
る
『
キ
ャ
ノ

ピ
ー
コ
ー
ス
』を
、
一
昨
年
に
は
90
以

上
を
対
象
と
し
た
『
キ
ッ
ズ
コ
ー
ス
』を

設
置
。
こ
れ
が
大
き
な
反
響
と
な
り
、
フ

ァ
ミ
リ
ー
世
代
の
お
客
さ
ま
も
増
え
て
い

ま
す
」と
は
同
施
設
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

を
担
当
す
る
妹
尾
佳
明
さ
ん
だ
。

　

ビ
ジ
ュ
ア
ル
的
に
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
と
好
相
性
。

コ
ア
な
ア
ウ
ト
ド
ア
好
き
だ
け
で
な
く
、

ライト層の流入、
遊休資産活用、

キャンプの多様化…

アウトドア
矢野経済研究所が2018年8月に発表した推計値によると、
2017年の国内アウトドア市場は前年比103.2%の4398億3000万円に上る。
野外フェスの普及や山ガールの登場、グランピングの躍進などを背景に、
進化・拡大するアウトドア市場の勢いを、観光業界はどう活かすべきなのか
今回は、注目のアクティビティやキャンプ場、地域、メディアなど、
“アウトドア”を切り口にファンを獲得する事例を取材し、
さまざまな視点から「観光×アウトドア」の可能性を考察する。

眠れる
自然資源が
観光の
目玉に!?

 Activity

01
２
０
０
６
年
の
開
業
以
来

全
国
30
施
設
に
成
長
す
る

自
然
共
生
型
ア
ウ
ト
ド
ア
パ
ー
ク

FO
R

E
S

T  A
D

V
E

N
T

U
R

E

フ
ォ
レ
ス
ト
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー

  変わる！

Report 

フォレスト
アドベンチャー
FA事業部
マーケティング課
妹尾佳明さん

お話を
お聞きしました
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眠れる
自然資源が
観光の
目玉に!?

ラ
イ
ト
な
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
も
取
り
込
ん
だ

こ
と
が
ヒ
ッ
ト
の
要
因
の
ひ
と
つ
な
の
だ
。

「
フ
ォ
レ
ス
ト
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
・
フ

ジ
」を
訪
れ
る
と
、
赤
松
の
木
々
を
結
ぶ

よ
う
に
ワ
イ
ヤ
ー
が
張
り
巡
ら
さ
れ
て
い

た
。
各
コ
ー
ス
は
こ
の
ワ
イ
ヤ
ー
に
沿
っ

て
設
け
ら
れ
て
お
り
、
途
中
に
は
ジ
ッ
プ

ス
ラ
イ
ド
や
吊
橋
な
ど
の
仕
掛
け
が
あ
る
。

コ
ー
ス
の
高
さ
は
平
均
10
前
後
で
、
利

用
者
は
安
全
確
保
用
の
ハ
ー
ネ
ス
を
身
に

着
け
て
進
ん
で
い
く
が
、
体
験
し
て
み
る

と
想
像
以
上
の
ス
リ
ル
。
こ
の
日
は
春
休

み
期
間
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
利
用
者
の

多
く
は
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
だ
っ
た
。

「『
フ
ォ
レ
ス
ト
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
・
フ

ジ
』の
利
用
者
の
大
半
は
首
都
圏
の
方
で

す
。
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
の
方
に
お
話
を
聞
く

と
『
家
の
周
り
に
体
を
使
っ
て
遊
べ
る
場

所
が
少
な
い
の
で
、
自
然
の
な
か
で
子
供

を
遊
ば
せ
た
い
』と
い
う
声
が
多
い
で
す

ね
」と
妹
尾
さ
ん
。
近
年
は
レ
ジ
ャ
ー
だ

け
で
は
な
く
、
チ
ー
ム
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
を

目
的
と
し
た
企
業
研
修
や
学
校
行
事
に
利

用
さ
れ
る
こ
と
も
増
え
て
い
る
と
い
う
。

遊
休
資
産
を
低
コ
ス
ト
で
活
用

　

現
在
30
施
設
を
展
開
す
る
「
フ
ォ
レ
ス

ト
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
」だ
が
、
直
営
は
11

施
設
で
、
残
り
の
施
設
は
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ

ズ
契
約
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
る
。

「
遊
休
林
を
所
有
し
て
い
る
自
治
体
や
民

間
企
業
、
個
人
か
ら
の
お
問
い
合
わ
せ
が

多
い
で
す
ね
。『
フ
ォ
レ
ス
ト
ア
ド
ベ
ン
チ

ャ
ー
』で
利
用
す
る
ワ
イ
ヤ
ー
な
ど
の
各
器

具
は
、
す
べ
て
人
の
手
で
取
り
付
け
る
た

め
、
重
機
が
入
れ
な
い
場
所
に
も
コ
ー
ス

の
設
置
が
可
能
。
電
気
も
水
も
ガ
ス
も
必

要
と
せ
ず
低
コ
ス
ト
で
ア
ウ
ト
ド
ア
施
設

を
導
入
で
き
る
こ
と
が
魅
力
で
す
。
コ
ー

ス
の
内
容
は
環
境
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す

が
、
標
準
的
な
ボ
リ
ュ
ー
ム
で
あ
れ
ば
、

６
０
０
０
万
円
程
度（
設
計
費
別
）で
設
置

可
能
。
道
の
駅
や
リ
ゾ
ー
ト
な
ど
の
施
設

に
併
設
さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
多
い
で
す
」。

“
自
然
共
生
型
ア
ウ
ト
ド
ア
パ
ー
ク
”を

コ
ン
セ
プ
ト
と
す
る
同
施
設
で
は
、
樹
木

を
傷
付
け
な
い
よ
う
、
器
具
を
固
定
す
る

釘
や
ボ
ル
ト
な
ど
の
使
用
は
最
小
限
に
抑

制
。
収
益
の
一
部
を
森
林
整
備
に
当
て
る

な
ど
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
森
林
管
理
の
仕

組
み
づ
く
り
に
も
努
め
る
。
日
本
は
国
土

の
３
分
の
２
を
森
に
覆
わ
れ
た
森
林
大
国
。

ま
だ
ま
だ
こ
の
よ
う
な
施
設
が
広
が
る
余

地
は
残
さ
れ
て
い
る
は
ず
だ
。
で
は
、
ど

の
よ
う
な
場
所
が
「
フ
ォ
レ
ス
ト
ア
ド
ベ

ン
チ
ャ
ー
」に
向
い
た
環
境
な
の
か
。

「
収
益
性
を
考
え
た
場
合
は
、
や
は
り
大

都
市
圏
や
有
名
観
光
地
の
近
く
が
有
利
。

ま
た
、
急
峻
な
地
形
ほ
ど
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク

な
コ
ー
ス
設
計
が
で
き
る
の
で
、
他
の
施

設
を
造
成
で
き
な
い
よ
う
な
場
所
に
も
大

き
な
可
能
性
が
あ
り
ま
す
」と
妹
尾
さ
ん
。

　

地
域
の
眠
れ
る
森
林
資
産
を
活
か
し
、

誘
客
に
つ
な
が
る
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
を
作

る
。「
フ
ォ
レ
ス
ト
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
」は
、

「
観
光
×
ア
ウ
ト
ド
ア
」の
ひ
と
つ
の
方
向

性
を
指
し
示
す
施
設
と
い
え
そ
う
だ
。

フォレスト 
アドベンチャー・フジ
山梨県南都留郡鳴沢村字
富士山8545-1 
山梨県恩賜県有財産
☎︎090-3345-0970   
foret-aventure.jp

○
遊
休
資
産
を
有
効
活
用

○
S
N
S
時
代
と
ア
ウ
ト
ド
ア
は
好
相
性

○
幅
広
い
年
代
に
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
広
げ
た

山梨県の県有林を活用。かつては人の手がほとんど入らない場所だ
ったが、現在は下草刈りや間伐などが行われ美しい森となった

子供でも楽しめる「キャノピーコース」。建
築や安全管理の基準は、同施設発祥の
地である欧州の安全基準に則っている

Point

フォレストアドベンチャー・フジ  各年来場者数

2008 2010 2012 2014 2016

※2008年
　入場者を
　1とした時の値

2018

1

2
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日
本
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
が
発
表
し
た

『
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
白
書
２
０
１
８
』に
よ

る
と
、
２
０
１
７
年
の
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ

参
加
人
口
は
前
年
比
１
・
２
％
プ
ラ
ス
の

８
４
０
万
人
と
な
り
、
５
年
連
続
で
前
年

を
上
回
る
結
果
と
な
っ
た
。
ま
た
、
キ
ャ

ン
プ
場
か
ら
見
た
キ
ャ
ン
パ
ー
の
傾
向
と

し
て
は
「
初
心
者
が
増
え
た
」（
26
・
１

％
）、「
シ
ニ
ア
の
利
用
者
が
増
え
た
」

（
21
・
１
％
）、「
外
国
人
の
利
用
者
が
増

え
た
」（
17
・
7
％
）な
ど
、
新
規
層
の
開

拓
に
成
功
し
て
い
る
。

　

日
本
の
キ
ャ
ン
プ
市
場
は
こ
れ
ま
で
ど

の
よ
う
に
変
化
し
、
今
後
ど
う
進
化
し
て

ゆ
く
の
か
。
首
都
圏
を
中
心
に
10
施
設
の

キ
ャ
ン
プ
場
を
展
開
す
る
「
ピ
カ
」営
業

企
画
部
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

の
与
茂
雅
之
さ
ん
に
話
を
聞
い
た
。

 

「
か
つ
て
の
日
本
の
キ
ャ
ン
プ
場
は
教
育

施
設
と
し
て
の
役
割
が
強
く
、
自
治
体
な

ど
が
所
有
管
理
す
る
施
設
が
ほ
と
ん
ど
で

し
た
。
そ
れ
が
バ
ブ
ル
崩
壊
後
に
手
軽
な

レ
ジ
ャ
ー
と
し
て
人
気
と
な
り
、
95
年
頃

に
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
ブ
ー
ム
が
訪
れ
ま
す
。

そ
の
後
、
市
場
は
縮
小
傾
向
に
転
じ
ま
す

が
、
２
０
０
０
年
代
後
半
に
は
復
調
。
そ

の
背
景
に
は
、
野
外
フ
ェ
ス
の
浸
透
や
オ

ー
ト
キ
ャ
ン
プ
ブ
ー
ム
時
代
に
子
供
だ
っ

た
世
代
が
親
と
な
っ
た
こ
と
な
ど
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
。
さ
ら
に
近
年
は
“
グ
ラ
ン
ピ

富士山を一望する抜群のロケーション。道具のレンタルや食事メニュ
ーも充実し、“手ぶら”でもキャンプを楽しめるのもポイント

P
IC

A
 Fujiyam

a
ピ
カ
　
フ
ジ
ヤ
マ

 Activity

02
キ
ャ
ン
プ
場
の〝
負
〟を
払
拭
し
、

幅
広
い
層
の
フ
ァ
ン
を
獲
得
す
る

先
進
的
ア
ウ
ト
ド
ア
リ
ゾ
ー
ト

Report 

ピカ
営業企画部
エグゼクティブディレクター
与茂雅之さん

お話を
お聞きしました
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ン
グ
”な
ど
多
様
な
キ
ャ
ン
プ
ス
タ
イ
ル

が
登
場
。
コ
ア
な
フ
ァ
ン
だ
け
で
な
く
、

よ
り
多
く
の
人
々
が
楽
し
め
る
環
境
が
整

っ
て
き
て
い
ま
す
」と
与
茂
さ
ん
。

 

“
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
”と
は
“
グ
ラ
マ
ラ
ス
”

と
“
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
”を
組
み
合
わ
せ
た

造
語
で
、
野
外
に
身
を
置
き
な
が
ら
、
リ

ゾ
ー
ト
の
よ
う
な
快
適
性
を
実
現
す
る
ラ

グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
な
キ
ャ
ン
プ
ス
タ
イ
ル
の

こ
と
。「
ピ
カ
」で
は
、
あ
え
て
“
グ
ラ
ン

ピ
ン
グ
”を
謳
い
文
句
に
し
て
は
い
な
い

が
、
同
社
の
キ
ャ
ン
プ
場
を
見
れ
ば
、
ア

ウ
ト
ド
ア
を
よ
り
快
適
に
、
気
軽
に
楽
し

む
た
め
の
工
夫
が
随
所
に
凝
ら
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
わ
か
る
。
た
と
え
ば
、
２
０
１

８
年
７
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
「PICA

 
Fujiyam

a

」は
、
広
大
な
敷
地
内
に
、
屋

根
付
き
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
を
備
え
た
テ
ン
ト

サ
イ
ト
や
ベ
ッ
ド
付
き
の
常
設
型
ド
ー
ム

テ
ン
ト
、
別
荘
の
よ
う
な
設
え
の
コ
テ
ー

ジ
な
ど
多
様
な
宿
泊
設
備
が
点
在
。
水
回

り
設
備
や
レ
ス
ト
ラ
ン
も
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ

ル
さ
な
が
ら
の
ク
オ
リ
テ
ィ
だ
。

 

「
キ
ャ
ン
プ
は
ア
ウ
ト
ド
ア
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
の
な
か
で
も
最
も
自
然
と
接
す
る
時

間
が
長
い
も
の
の
ひ
と
つ
で
す
か
ら
、
ラ

イ
ト
層
の
方
ほ
ど
『
雨
が
降
っ
た
ら
ど
う

し
よ
う
』、『
き
ち
ん
と
設
営
で
き
る
だ
ろ

う
か
』な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
不
安
を
感
じ

ま
す
。
テ
ン
ト
サ
イ
ト
に
雨
風
を
凌
げ
る

ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
を
設
け
た
り
、
テ
ン
ト
の

建
て
方
を
レ
ク
チ
ャ
ー
す
る
プ
ラ
ン
を
設

定
し
て
い
る
の
は
、
そ
う
し
た
不
安
を
払

拭
す
る
た
め
。
ひ
と
言
で
“
キ
ャ
ン
プ
”

と
い
っ
て
も
、
そ
の
楽
し
み
方
や
レ
ベ
ル

は
人
そ
れ
ぞ
れ
。
多
彩
な
キ
ャ
ン
プ
ス
タ

イ
ル
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
フ
ァ
ミ
リ
ー

や
シ
ニ
ア
、
外
国
人
な
ど
幅
広
い
層
に
訴

求
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
て
い
ま

す
」と
与
茂
さ
ん
。

　

コ
テ
ー
ジ
な
ど
自
然
環
境
の
影
響
を
受

け
に
く
い
宿
泊
設
備
を
備
え
る
こ
と
も
同

施
設
の
特
長
。
こ
れ
は
、
ビ
ギ
ナ
ー
に
対

す
る
ハ
ー
ド
ル
を
下
げ
る
だ
け
で
な
く
、

悪
天
候
時
や
オ
フ
シ
ー
ズ
ン
の
収
益
性
の

担
保
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
と
い
う
。

 

「
自
然
に
身
を
お
く
こ
と
で
、
自
分
を
見

つ
め
直
す
時
間
が
持
て
る
こ
と
が
キ
ャ
ン

プ
の
魅
力
。
社
会
が
成
熟
し
た
現
代
だ
か

ら
こ
そ
、
そ
う
し
た
時
間
を
求
め
る
方
が

増
え
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
今
後
は
、

一
過
性
の
ブ
ー
ム
で
は
な
く
、
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
の
一
部
と
し
て
根
付
い
て
い
っ
て

ほ
し
い
で
す
ね
」と
与
茂
さ
ん
は
話
す
。

上／テントサイトには屋根を備えたウッド
デッキがあり、テーブルやベンチ、BBQグ
リルが準備されている。中右／清潔感あふ
れるトイレや炊事場も特長のひとつ。中
左・下／テラスでのBBQなどキャンプ場な
らではの楽しみと、快適な居住性を兼ね
備えるコテージも人気だ

PICA Fujiyama
山梨県南都留郡
富士河口湖町船津
6662-10
☎︎0555-30-4580

（ヘルプデスク）
www.pica-resort.jp

○
不
安
を
解
消
し
“
最
初
の
一
歩
”を
後
押
し

○
幅
広
い
選
択
肢
で
フ
ァ
ン
の
裾
野
を
広
げ
る

○
成
熟
し
た
現
代
社
会
こ
そ
“
自
然
”を
求
め
る

Point

1600

1200

800

0

オートキャンプ参加人口の推移（推定値）

キャンパーの傾向

出典：日本オートキャンプ協会『オートキャンプ白書2018』

出典：日本オートキャンプ協会『オートキャンプ白書2018』

初心者が増えた
シニアの利用者が増えた
ソロキャンパーが増えた

外国人の利用者が増えた
女性グループの利用者が増えた

3世代キャンパーが増えた
キャンピングカーが増えた

男女グループの利用者が増えた
手ぶらキャンプの利用者が増えた

男性グループの利用者が増えた
その他
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古
く
か
ら“
関
東
の
奥
座
敷
”と
し
て

発
展
し
て
き
た
群
馬
県
み
な
か
み
町
。
バ

ブ
ル
が
崩
壊
し
、
ス
キ
ー
ブ
ー
ム
が
終
焉

を
迎
え
た
１
９
９
０
年
代
以
降
は
観
光
客

の
減
少
傾
向
が
続
い
て
い
た
同
町
だ
が
、

２
０
０
７
年
を
境
に
入
込
客
数
は
回
復
傾

向
に
転
じ
て
い
る
。
そ
の
要
因
の
ひ
と
つ

が
、
四
季
を
通
じ
て
楽
し
め
る
多
彩
な
ア

ウ
ト
ド
ア
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
だ
。

 

「『
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
』や『
キ
ャ
ニ
オ
ニ
ン

グ
』、『
バ
ン
ジ
ー
ジ
ャ
ン
プ
』な
ど
、
バ

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
豊
富
な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

を
楽
し
め
る
こ
と
が
み
な
か
み
町
の
魅
力
。

プ
ロ
ス
ノ
ー
ボ
ー
ダ
ー
や
有
名
な
ア
ド
ベ

ン
チ
ャ
ー
レ
ー
サ
ー
が
本
拠
地
と
し
て
い

る
こ
と
も
あ
っ
て
、
み
な
か
み
＝
ア
ウ
ト

ド
ア
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
は
年
々
高
ま
っ
て

い
る
と
感
じ
ま
す
」と
は
、
み
な
か
み
町

観
光
協
会
・
観
光
戦
略
係
係
長
の
林
雄
一

朗
さ
ん
。
近
年
は
、
国
内
だ
け
で
な
く
台

湾
や
タ
イ
な
ど
か
ら
の
旅
行
者
も
増
加
。

ア
ウ
ト
ド
ア
は
今
や
、
み
な
か
み
町
の
観

光
に
欠
か
せ
な
い
コ
ン
テ
ン
ツ
の
ひ
と
つ

だ
と
い
う
。

　

例
年
３
０
０
０
人
〜
５
０
０
０
人
が
訪

れ
る
日
本
最
大
級
の
ア
ウ
ト
ド
ア
ア
ド
ベ

ン
チ
ャ
ー
イ
ベ
ン
ト「M

IN
A

K
A

M
I 

O
U

T
D

O
O

R F
E

ST
IVA

L

」
が
開
催

さ
れ
る
な
ど
、“
ア
ウ
ト
ド
ア
の
聖
地
”と

し
て
の
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
を
高
め
る
み

群
馬
県
み
な
か
み
町

M
in

a
k

a
m

i

Region

03
地
域
ぐ
る
み
の
取
り
組
み
で

国
内
外
か
ら
旅
行
者
が
訪
れ
る

ア
ウ
ト
ド
ア
の
聖
地
に

Report 

冬のスノースポーツから夏のリバ
ースポーツまで、一年を通じて幅
広いアクティビティを楽しめる。
多彩な選択肢があるため、年齢
や性別、運動能力などに合った
アクティビティを選べる点も大き
な魅力。近年は若者だけでなくフ
ァミリー層の利用も多いという

アウトドア連合会
理事長
石川満好さん

お話を
お聞きしました

450

350

400

0

みなかみ町の入込客数の推移

出典：群馬県観光局観光物産課『観光客数・消費額調査（推計）結果』

1999年には約452万だったみなかみ町の入込客数だが、2007年には
約358万人に減少。その後、回復傾向となり2010年には423万人ほ
どに。2016年の落ち込みは、雪不足によるスキー客減少によるもの。

452

358

2000 2005 2010 2015

（万人）



21 June  2019　

な
か
み
町
。
そ
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の

が
、
利
根
川
の
急
流
を
専
用
の
ゴ
ム
ボ
ー

ト
で
下
る『
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
』の
存
在
だ
。

 

「
み
な
か
み
町
で
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
ツ
ア
ー

が
始
ま
っ
た
の
は
、
今
か
ら
26
年
前
の
こ

と
。
当
時
は
ま
だ
知
名
度
も
低
く
、
20
年

ほ
ど
前
の
段
階
で
は
年
間
1
万
人
程
度
の

集
客
で
し
た
。
そ
の
後
、
事
業
者
数
は
少

し
ず
つ
増
え
、
利
用
者
も
年
に
１
万
人
ほ

ど
の
ペ
ー
ス
で
増
加
。
現
在
は
年
間
20
万

人
ほ
ど
が
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
を
楽
し
む
よ
う

に
な
り
ま
し
た
」と
は
、
み
な
か
み
町
の

ア
ウ
ト
ド
ア
事
業
者
で
組
織
さ
れ
る
一
般

社
団
法
人「
ア
ウ
ト
ド
ア
連
合
会
」理
事

長
の
石
川
満
好
さ
ん
。
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
の

普
及
と
同
時
に
、
キ
ャ
ニ
オ
ニ
ン
グ
や
マ

ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
な
ど
多
彩
な
体
験
を
楽

し
め
る
環
境
を
整
え
、
よ
り
幅
広
い
選
択

肢
を
提
供
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
も

旅
行
者
の
満
足
度
向
上
に
貢
献
す
る
ポ
イ

ン
ト
。
み
な
か
み
町
の
ア
ウ
ト
ド
ア
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
は
リ
ピ
ー
ト
率
が
総
じ
て
高

く
、
石
川
さ
ん
が
経
営
す
る「
Ｔ
Ｏ
Ｐ
水

上
」で
は
利
用
者
の
15
％
〜
20
％
ほ
ど
が

リ
ピ
ー
タ
ー
だ
と
い
う
。

ア
ウ
ト
ド
ア
と
い
う
観
光
資
源
を

み
ん
な
で
育
て
て
い
く

　

現
在
46
の
事
業
者
が
加
盟
す
る「
ア
ウ

ト
ド
ア
連
合
会
」。
各
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

の
安
全
管
理
規
定
や
環
境
保
全
ル
ー
ル
な

ど
を
細
か
に
策
定
し
、
み
な
か
み
の
ア
ウ

ト
ド
ア
業
界
の
水
準
の
底
上
げ
に
努
め
る

こ
と
も
同
会
の
特
徴
的
な
取
り
組
み
だ
。

 

「
自
然
と
い
う
共
有
財
産
を
使
わ
せ
て
も

ら
っ
て
い
る
以
上
、
安
全
管
理
や
環
境
保

全
、
ガ
イ
ド
の
レ
ベ
ル
向
上
に
最
大
限
配

慮
す
る
こ
と
は
当
然
の
義
務
。
ひ
と
つ
の

事
故
や
ト
ラ
ブ
ル
が
み
な
か
み
全
体
の
イ

メ
ー
ジ
ダ
ウ
ン
に
も
つ
な
が
る
の
で
、
そ

の
点
は
徹
底
し
て
い
ま
す
」と
石
川
さ
ん
。

ア
ウ
ト
ド
ア
事
業
者
同
士
が
“
競
争
相

手
”
で
は
な
く
“
仲
間
”
と
し
て
連
携

す
る
こ
と
も
強
み
だ
と
い
う
。

 

「
近
年
、
古
株
の
事
業
者
の
も
と
で
経
験

を
積
ん
だ
人
材
が
独
立
し
、
自
ら
の
事
業

を
立
ち
上
げ
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
ま
す
。

そ
れ
は
ア
ウ
ト
ド
ア
ビ
ジ
ネ
ス
を
次
世
代

に
つ
な
い
で
い
く
た
め
に
必
要
不
可
欠
な

こ
と
。
し
っ
か
り
と
ル
ー
ル
を
守
っ
た
上

で
、
各
事
業
者
が
個
性
を
発
揮
し
、
地
域

と
し
て
の
魅
力
を
向
上
さ
せ
て
ゆ
く
こ
と

が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
」と
石
川
さ
ん
。

　

新
旧
の
多
彩
な
ア
ウ
ト
ド
ア
事
業
者
が

活
躍
す
る
み
な
か
み
町
で
は
、
フ
ル
ー
ツ

狩
り
と
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
を
組
み
合
せ
た
ツ

ア
ー
な
ど
地
元
の
施
設
や
農
家
な
ど
と
コ

ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
た
プ
ラ
ン
な
ど
も

続
々
と
登
場
。
ア
ウ
ト
ド
ア
体
験
単
体
で

は
な
く
、
旅
行
者
の
滞
在
全
体
を
デ
ザ
イ

ン
す
る
よ
う
な
試
み
も
広
が
っ
て
い
る
。

「
自
然
と
い
う
素
材
は
、
し
っ
か
り
守
っ

て
い
け
ば
何
世
代
に
も
わ
た
っ
て
恵
み
を

与
え
て
く
れ
る
も
の
。
ア
ウ
ト
ド
ア
を
軸

に
、
地
域
全
体
に
持
続
的
に
貢
献
で
き
る

よ
う
な
仕
組
み
を
作
っ
て
い
き
た
い
で
す

ね
」と
石
川
さ
ん
は
話
す
。

谷川岳の天神平で開催される星空観測イベント「天空のナイトクルージン
グ」やホタル観賞、ダム放流見学など、自然環境を活かした観光コンテ
ンツが多いこともみなかみ町の特長だ。バブル崩壊以降、このような自
然型観光コンテンツへの注目が高まったという

○
地
域
の
自
然
は
“
み
ん
な
の
資
産
”

○
ア
ウ
ト
ド
ア
＋
地
域
な
ら
で
は
の
楽
し
み
を

○
持
続
可
能
な
仕
組
み
づ
く
り
を

Point
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総
務
省
の
「
平
成
28
年
社
会
生
活
基
本

調
査
」に
よ
る
と
、
２
０
１
６
年
に
「
登

山
」や
「
ハ
イ
キ
ン
グ
」を
行
っ
た
人
（
15

歳
以
上
）の
数
は
１
０
７
３
万
２
０
０
０

人
。
５
年
前
の
調
査
と
の
比
較
で
は
、
60

〜
64
歳
以
外
の
全
年
齢
階
級
で
行
動
者
率

が
上
昇
し
て
い
る
。
か
つ
て
は
“
体
育
会

系
の
ス
ポ
ー
ツ
”と
い
う
印
象
が
強
か
っ

た
山
登
り
だ
が
、
今
や
幅
広
い
世
代
が
気

軽
に
楽
し
む
レ
ジ
ャ
ー
と
し
て
定
着
し
て

い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

２
０
０
９
年
に
女
性
の
た
め
の
ア
ウ
ト

ド
ア
雑
誌
と
し
て
創
刊
し
、
20
代
後
半
か

ら
30
代
の
女
性
に
向
け
た
独
自
の
記
事
を

発
信
し
続
け
る
『
ラ
ン
ド
ネ
』は
、
女
性

ビ
ギ
ナ
ー
層
を
中
心
に
ア
ウ
ト
ド
ア
の
裾

野
を
広
げ
て
き
た
人
気
メ
デ
ィ
ア
。
同
誌

で
は
こ
れ
ま
で
数
多
く
の
特
集
を
組
ん
で

き
た
が
、
山
歩
き
や
キ
ャ
ン
プ
の
普
及
と

と
も
に
読
者
が
求
め
る
コ
ン
テ
ン
ツ
も
変

化
し
て
き
た
と
い
う
。

 

「
創
刊
当
初
は
、
女
性
サ
イ
ズ
の
ア
ウ
ト

ド
ア
ウ
ェ
ア
が
海
外
ブ
ラ
ン
ド
か
ら
の
輸

入
な
ど
で
増
え
た
タ
イ
ミ
ン
グ
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
企
画
が
最
も

好
評
で
し
た
。
そ
の
後
、
山
歩
き
を
経
験

し
た
方
が
増
え
て
き
た
こ
と
か
ら
、
よ
り

実
践
的
な
山
の
ル
ー
ト
紹
介
や
ノ
ウ
ハ
ウ

な
ど
を
扱
っ
た
号
が
売
れ
る
よ
う
に
。
さ

ら
に
２
０
１
３
年
頃
か
ら
は
、
登
山
だ
け

で
な
く
麓
の
温
泉
や
地
元
の
食
な
ど
を
紹

介
す
る
デ
ィ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
紹
介
が

人
気
の
コ
ン
テ
ン
ツ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

か
つ
て
は 

“
特
別
な
過
ご
し
方
”と
し
て

山
に
行
く
方
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
現

在
は
ア
ウ
ト
ド
ア
が
よ
り
身
近
で
日
常
的

な
も
の
に
な
り
、
週
末
の
旅
の
ひ
と
つ
の

女性をメインターゲットとする
『ランドネ』だが、読者層の3
割ほどは男性だという

ラ
ン
ド
ネ

R
a

n
d

o
n

n
é

e

 Activity

04
読
者
の
苦
手
意
識
に
寄
り
添
う

独
自
の
編
集
視
点
で

ア
ウ
ト
ド
ア
旅
の
魅
力
を
伝
え
る

Report 

枻出版社
ランドネ  編集長
佐藤泰那さん

お話を
お聞きしました
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考察
個性の出にくさをカバーする
コンテンツ開発が肝要

とーりま かし 的
選
択
肢
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
」と

は『
ラ
ン
ド
ネ
』編
集
長
の
佐
藤
泰
那
さ
ん
。

 

多
く
の
フ
ァ
ン
を
生
む

『
ラ
ン
ド
ネ
』的
編
集
視
点

　

月
１
回
ほ
ど
の
ペ
ー
ス
で
開
催
す
る
初

心
者
向
け
ア
ウ
ト
ド
ア
講
座
「
ラ
ン
ド
ネ

山
大
学
」な
ど
を
通
じ
て
読
者
の
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
や
ニ
ー
ズ
を
細
や
か
に
分
析
し
、

誌
面
に
反
映
さ
せ
て
き
た
『
ラ
ン
ド
ネ
』。

日
帰
り
で
登
山
可
能
な
山
で
も
、
一
泊
で

の
ゆ
と
り
あ
る
旅
の
プ
ラ
ン
を
紹
介
す
る

な
ど
、
従
来
の
ア
ウ
ト
ド
ア
誌
に
は
な
か

っ
た
誌
面
を
展
開
す
る
同
誌
だ
が
、
記
事

を
作
る
上
で
心
が
け
て
い
る
こ
と
が
あ
る

と
い
う
。

 

「
創
刊
当
初
か
ら
大
事
に
し
て
い
る
の
は
、

山
の
世
界
を
、
明
る
く
開
か
れ
て
い
て
、

自
分
ら
し
く
楽
し
ん
で
い
い
場
所
な
の
だ

と
伝
え
る
こ
と
。
そ
し
て
、
読
者
の
苦
手

意
識
に
寄
り
そ
う
こ
と
で
す
。
た
と
え
ス

ポ
ー
ツ
が
得
意
で
な
い
方
で
も
、
自
分
の

ペ
ー
ス
で
歩
い
て
い
け
ば
美
し
い
景
色
に

出
合
え
る
。
そ
ん
な
ア
ウ
ト
ド
ア
の
楽
し

み
方
を
提
案
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

と
佐
藤
さ
ん
。
そ
ん
な
同
誌
の
思
想
は
、

誌
面
で
紹
介
す
る
山
や
地
域
に
も
見
て
取

れ
る
。『
ラ
ン
ド
ネ
』で
は
富
士
山
や
八
ヶ

岳
と
い
っ
た
有
名
な
山
々
だ
け
で
な
く
、

地
元
の
人
し
か
知
ら
な
い
よ
う
な
里
山
へ

の
旅
な
ど
も
紹
介
す
る
。

 
「
日
本
に
は
、
名
前
は
知
ら
れ
て
い
な
い

け
れ
ど
素
敵
な
山
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

そ
う
し
た
山
々
で
あ
れ
ば
混
雑
す
る
こ
と

も
少
な
い
で
す
し
、
自
分
た
ち
の
ペ
ー
ス

で
山
歩
き
を
楽
し
め
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、

『
ラ
ン
ド
ネ
』と
し
て
情
報
を
発
信
す
る
価

値
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
」と
佐
藤
さ

ん
は
話
す
。

　

同
誌
で
は
、
地
方
自
治
体
と
の
タ
イ
ア

ッ
プ
記
事
な
ど
を
通
じ
て
『
ラ
ン
ド
ネ
』

の
視
点
を
活
か
し
た
旅
の
プ
ラ
ン
作
り
も

数
多
く
行
っ
て
き
た
。
で
は
、
観
光
資
源

発
掘
や
情
報
発
信
に
お
け
る
コ
ツ
と
は
？

 

「
地
元
の
方
に
お
す
す
め
の
旅
館
や
レ
ス

ト
ラ
ン
を
聞
く
と
、
地
域
を
代
表
す
る
よ

う
な
立
派
な
施
設
を
紹
介
さ
れ
る
こ
と
も

多
い
ん
で
す
。
け
れ
ど
、『
ラ
ン
ド
ネ
』の

読
者
た
ち
は
、
気
軽
に
そ
の
土
地
の
色
々

な
表
情
を
見
て
み
た
い
と
い
う
気
持
ち
が

強
い
。
小
さ
な
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
や
地
元
の

パ
ン
屋
さ
ん
、
昔
な
が
ら
の
共
同
浴
場
な

ど
で
も
、
そ
の
土
地
“
ら
し
さ
”を
感
じ

ら
れ
れ
ば
十
分
に
魅
力
的
で
す
。
情
報
発

信
に
つ
い
て
は
、
そ
の
場
所
を
旅
す
る
こ

と
で
ど
ん
な
“
ス
ト
ー
リ
ー
”を
感
じ
ら

れ
る
の
か
を
伝
え
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思

い
ま
す
。
た
と
え
ば
、
多
く
の
山
に
は
地

元
の
人
が
守
っ
て
き
た
信
仰
や
文
化
の
歴

史
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た
背
景
を
知
っ

て
い
る
だ
け
で
、
自
然
の
感
じ
方
は
全
く

違
っ
た
も
の
に
な
る
。
ど
ん
な
プ
ラ
ン
で

旅
す
れ
ば
、
何
を
感
じ
と
れ
て
、
ど
ん
な

“
ス
ト
ー
リ
ー
”を
見
出
せ
る
の
か
。
そ
の

点
を
き
ち
ん
と
提
案
で
き
れ
ば
、
き
っ
と

人
は
動
き
ま
す
」と
佐
藤
さ
ん
。

　

読
者
の
“
弱
さ
”に
寄
り
添
う
編
集
方

針
で
ア
ウ
ト
ド
ア
フ
ァ
ン
の
裾
野
を
広
げ
、

“
ス
ト
ー
リ
ー
”を
伝
え
る
コ
ン
テ
ン
ツ
で

旅
へ
の
好
奇
心
を
刺
激
す
る
。『
ラ
ン
ド

ネ
』の
姿
勢
に
は
、
観
光
に
関
わ
る
も
の

と
し
て
学
ぶ
べ
き
点
が
多
い
は
ず
だ
。

 
　東京近郊のショッピングモールや、
デパートなどの屋上や空きスペースをバ
ーベキュー会場として活用するケース
が増えている。全国的にアウトドアブ
ームが来ていることはどうも間違いな
さそうだ。
　都市部に人口が集中することで、居
住者がより自然に癒しを求めるように
なり、かつてはスポーツや教育分野で
の側面が強かったアウトドアが、より
レジャーとしての機能を持つようになっ
た。一部のマニアが好んだものから、
よりライトな一般層へ広がることで市
場が拡大しているのだ。また、初期投
資が比較的少なくて済む設備投資など、
サステナブルな仕様であるのも現代の
アウトドアの特徴だ。
　一方で気になるのは、アウトドアは
地域の個性を出しにくいという点である。
歴史的な文化財なら見てすぐわかるも
のもあるが、自然を写した美しい写真で
も、植生などからその場所を判断でき
る人はほとんどいないだろう。アウトド
アの弱点はここにあると考える。
　個性が少なければ、利便性を持つエ
リアが圧倒的に有利となる。そのため、
どうしても都市に近接している地域が
選ばれやすい。本来、都市部から遠い
地方部にこそ豊かな自然があるのだが、
屋久島や知床半島のようなオンリーワ
ンを打ち出せなければ人を呼びこむこ
とは難しい。その土地の歴史や文化、
あるいは人といったオリジナリティをど
のようにアウトドアコンテンツに組み込
んで、楽しんでもらうか。例えば手軽な
例として、冒頭のバーベキューは、食
材に個性を出すことが可能だ。山形の
芋煮や大阪のたこ焼き、岡山の蒜山焼
きそばなど、アウトドアメニューの中に
地域の食を取り入れてみるのはどうだろ
う。その土地で獲れた食材でその土地
のメニューを、その土地の景色を見な
がら空の下で味わう。旅行者にとって
テレビの料理番組のような憧れの姿が
そこにあるに違いない。

○
情
報
で
は
な
く 〝
物
語
〟を
伝
え
る

○
名
も
な
き
里
山
に
も
魅
力
が
あ
る

○
地
域
の
自
然
資
源
を
発
掘
す
る
〝
外
部
の
視
点
〟

Point
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観
光
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
激
動
の
時
代
を
迎
え
る
中
、
13
年
間
も
の
間
、
常
に
現
場
に
赴
き
、
先
頭
に
立
ち
、

地
域
を
導
く
男
が
い
る
。
自
ら
を「
価
値
を
生
み
出
す
男
」と
名
乗
り
、
地
域
の
課
題
と
向
か
い
合
っ
て
き
た
彼
が
、

満
を
持
し
て「
と
ー
り
ま
か
し
」へ
提
言
を
寄
せ
た
。

地
域
は
ど
こ
へ
向
か
う
べ
き
な
の
か
？
そ
の
全
貌
を
余
す
こ
と
な
く
ご
覧
い
た
だ
こ
う
。

“
難
し
い
”を“
新
し
い
”に
変
え
る
バ
リ
ュ
ー
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

佐藤真一
Shinichi  Sato 

特別寄稿

日
本
の〝
観
光
〞を
今
一
度

せ
ん
た
く
い
た
し
申
し
候
！

「
抱
え
て
い
る
課
題
こ
そ
、

価
値
を
産
む
！
」に
込
め
た
想
い

　

地
域
の
抱
え
る
課
題
を
観
光
と
い
う
手

段
で
解
決
す
る
こ
と
に
よ
り
地
域
活
性
を

実
現
さ
せ
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
平
成
18

年
５
月
に
株
式
会
社
バ
リ
ュ
ー
・
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
・
サ
ー
ビ
ス（
以
下
、
Ｖ
Ｃ
Ｓ
）

を
起
業
し
た
。

　

元
号
が
変
わ
り
新
し
い
時
代
に
な
っ
た

が
、
日
本
の
観
光
が
抱
え
て
い
る
課
題
は

大
き
く
、
よ
り
複
雑
に
な
っ
て
い
る
よ
う

に
思
う
。

 

「
抱
え
て
い
る
課
題
こ
そ
、
価
値
を
産

む
！
」は
Ｖ
Ｃ
Ｓ
の
社
是
で
あ
り
、
こ
の

言
葉
を
胸
に
こ
れ
ま
で
多
く
の
地
域
で

“
難
し
い
”を
“
新
し
い
”に
プ
ロ
デ
ュ
ー

ス
す
る
仕
事
に
挑
戦
し
て
き
た
。

　

地
域
は
常
に
様
々
な
課
題
に
直
面
す
る

が
、
そ
の
課
題
が
よ
り
大
き
け
れ
ば
、
そ

れ
を
解
決
し
た
時
の
価
値
（
＝
社
会
的
イ

ン
パ
ク
ト
）は
大
き
く
、
こ
れ
が
世
の
中

に
と
っ
て
“
難
し
い
”が
“
新
し
い
”に
変

わ
る
瞬
間
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

私
は
こ
れ
を「“
難
し
い
”を“
新
し
い
”

に
変
え
る
バ
リ
ュ
ー
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
」と
呼
び
、
私
の
職
業
を“
バ
リ
ュ
ー
・

ク
リ
エ
イ
タ
ー
（
価
値
創
造
人
）”と
し
て

位
置
付
け
て
い
る
。

　

現
在
、
日
本
の
観
光
地
域
づ
く
り
は
今

ま
で
の
常
識
で
は
解
決
で
き
な
い
課
題
に

直
面
し
て
お
り
、
最
大
の
正
念
場
を
迎
え

て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
時
代
に
は
、
新
し
い
時
代

に
適
合
し
た
能
力
を
活
用
し
て
新
し
い
価

値
の
創
造
を
実
現
し
て
い
く
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。

　
“
坂
本
龍
馬
”風
に
表
現
す
れ
ば
「
日

本
の
“
観
光
”を
今
一
度
せ
ん
た
く
い
た

し
申
し
候
！
」と
で
も
言
う
べ
き
か
も
し

れ
な
い
。

「
日
本
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
」に
つ
い
て

想
う
こ
と
！

　

さ
て
、
バ
リ
ュ
ー
・
ク
リ
エ
イ
タ
ー
と

し
て
年
間
３
０
０
日
ほ
ど
を
地
方
と
い
わ

れ
る
地
域
に
出
向
き
、
観
光
地
域
づ
く
り

の
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
る
が
、
ど
の
地

域
に
行
っ
て
も
日
本
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
話
題
を

避
け
て
通
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

　

私
が
総
合
監
修
を
行
っ
た『
地
方
創
生

の
切
り
札 
Ｄ
Ｍ
Ｏ
と
Ｄ
Ｍ
Ｃ
の
つ
く
り

方
』が
出
版
さ
れ
た
当
初
は
日
本
中
が
日

本
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
に
沸
き
、
そ
れ
の
誕
生
に
大

き
な
期
待
を
寄
せ
て
い
た
。

　

そ
の
頃
は
、「
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
つ
く
り
方
」に

つ
い
て
の
講
演
依
頼
が
多
か
っ
た
が
、
最

近
は「
そ
も
そ
も
Ｄ
Ｍ
Ｏ
を
つ
く
る
べ
き

か
？
」や「
Ｄ
Ｍ
Ｏ
を
つ
く
っ
た
が
、
う

ま
く
い
か
な
い
。
ど
う
す
れ
ば
い
い
？
」

と
い
っ
た
事
業
相
談
が
増
え
て
い
る
。

　

こ
の
背
景
に
あ
る
の
は
、
観
光
地
域
づ

く
り
の
一
つ
の
手
段
に
過
ぎ
な
い
Ｄ
Ｍ
Ｏ

を
過
大
評
価
し
て
し
ま
い
、
Ｄ
Ｍ
Ｏ
を
つ

く
る
こ
と
が
目
的
化
し
て
し
ま
っ
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。

　

私
の
持
論
で
は
あ
る
が
、
日
本
の
観
光

地
域
づ
く
り
に
必
要
な
の
は
、
管
理
組
織
・

体
制
と
し
て
の
Ｄ
Ｍ
Ｏ
で
は
な
く
、
地
域

資
源
を
観
光
資
源
に
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し
、

株式会社バリュー・
クリエーション・サービス
バリュークリエイター

佐藤真一
一般社団法人 
地域ブランディング協会  理事
株式会社リクルートライフスタイル 
じゃらんリサーチセンター 
アソシエイションスタッフ

㈱リクルートを退社後、㈱バリュー・クリエーション・サー
ビスを起業。これまでに戦略策定から商品・サービス開発、
組織改革など幅広い分野を手掛けており、全ての都道府県
にて観光地域づくりに係る実績を有する。他人の経験に基
づく理論よりも自己の実践による経験を重んじており、「考
え抜き、やり抜く」を信条にローカルが抱える課題の解決に
チャレンジする日 を々過ごす。

総合監修を務めた『地方創
生の切り札 ＤＭＯとＤＭＣ
のつくり方』（枻出版）



そ
の
観
光
的
価
値
を
貨
幣
的
価
値
に
変
換

で
き
る
組
織
・
体
制
で
あ
る
。

　

こ
れ
を
Ｖ
Ｃ
Ｓ
流
に
表
現
す
る
と
Ｄ
Ｍ

Ｃ（D
estination M

onetize Com
pany

）

と
な
り
、
地
域
資
源
の
潜
在
価
値
を
高
収

益
の
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
に
変
え
る
バ
リ
ュ

ー
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
カ
ン
パ
ニ
ー
を

意
味
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
Ｄ
Ｍ
Ｃ
が
地
域
内
に
数
多
く

出
現
し
、
観
光
地
域
づ
く
り
を
担
う
存
在

と
な
っ
て
Ｄ
Ｍ
Ｏ
を
支
え
る
こ
と
が
で
き

な
け
れ
ば「
稼
ぐ
観
光
」の
実
現
は
難
し
い

と
い
え
る
。

　

そ
の
一
方
で
、
既
存
組
織
の
観
光
協
会

さ
え
正
し
く
運
営
で
き
な
い
地
域
に
Ｄ
Ｍ

Ｏ
を
運
営
で
き
る
か
は
甚
だ
疑
問
の
残
る

と
こ
ろ
で
あ
り
、
日
本
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
を
立
ち

上
げ
て
苦
戦
し
て
い
る
地
域
を
見
る
に
つ

け
、
や
る
べ
き
こ
と
を
正
し
い
手
順
で
行

う
べ
き
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
し
ま
う
。

伝
説
と
な
っ
た

「
日
田
市
観
光
協
会
の
改
革
」

　

Ｄ
Ｍ
Ｏ
と
い
う
言
葉
が
日
本
に
導
入
さ

れ
る
前
か
ら
大
分
県
の
日
田
市
観
光
協
会

の
改
革
は
観
光
組
織
の
改
革
に
お
け
る
好

事
例
と
し
て
話
題
に
な
り
、
全
国
各
地
か

ら
視
察
や
講
演
依
頼
が
殺
到
し
た
。

　

私
は
Ｖ
Ｃ
Ｓ
の
代
表
を
務
め
る
一
方
、

平
成
19
年
か
ら
日
田
市
観
光
協
会
の
事
務

局
長
と
し
て
改
革
の
旗
振
り
役
と
な
り
、

結
果
と
し
て
４
年
間
で
事
業
規
模
を
３
倍
、

自
主
財
源
を
６
倍
に
ま
で
拡
大
さ
せ
る
こ

と
に
成
功
し
た
。

　

こ
う
し
て
考
え
る
と
、「
日
田
市
観
光
協

会
の
改
革
」は
観
光
組
織
に
お
け
る“
難
し

い
”を“
新
し
い
”に
変
え
る
バ
リ
ュ
ー
・

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
事
例
と
い
え
る
の
か

も
し
れ
な
い
。

　

当
時
は
、
Ｄ
Ｍ
Ｏ
と
い
う
言
葉
は
知
ら

な
か
っ
た
も
の
の
、
組
織
改
革
に
あ
た
り
、

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
と
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
徹

底
し
て
行
い
、
そ
の
中
で
数
多
く
の
事
業

で
マ
ネ
タ
イ
ズ
を
実
現
し
て
み
せ
た
。

　

こ
の
一
連
の
活
動
は
、
日
本
政
策
投
資

銀
行
が
２
０
１
４
年
に
ま
と
め
た「
日
本

型
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
形
成
に
よ
る
観
光
地
域
づ
く

り
に
向
け
て
」の
中
で
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

と
マ
ネ
タ
イ
ズ
の
好
事
例
と
し
て
紹
介
さ

れ
て
い
る
。

　

先
の『
地
方
創
生
の
切
り
札
Ｄ
Ｍ
Ｏ

と
Ｄ
Ｍ
Ｃ
の
つ
く
り
方
』は
日
田
市
で
実

践
し
て
き
た
こ
と
を
理
論
的
に
整
理
し
た

も
の
で
あ
り
、
そ
の
過
程
で
Ｄ
Ｍ
Ｃ
と
い

う
存
在
の
必
要
性
に
行
き
つ
い
た
と
い
え

る
。

　

日
田
市
観
光
協
会
は
私
が
事
務
局
長
の

時
代
に
一
般
社
団
法
人
と
し
て
の
法
人
化

は
実
行
し
た
が
、
現
在
に
至
る
ま
で
日
本

版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
へ
の
登
録
に
は
慎
重
で
あ
る
と

聞
い
て
い
る
。

　

私
が
日
田
市
を
離
れ
て
以
降
、
２
人
の

事
務
局
長
に
引
き
継
が
れ
て
い
る
が
、
事

務
局
長
間
で
の
申
し
送
り
事
項
と
い
う
わ
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数多くの実践に基づき導き出した「“難しい”を“新しい”に変えるバリュー・イノベーション」の概念図。観光地域づく
りには２つの「ソウゾウリョク」が必要であり、課題追求型でなく、ビジョン（在りたい姿）を追求する目標探求型の
マネジメント手法が最も重要だと説く

マ
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ィ
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デ
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観光的価値を貨幣的価値に変換

地域資源の観光的価値
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描く
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する
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提供できる
こと
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が

望んでいる
こと

マネジメント

情報発信（広報・宣伝）

オンリーワン
商品・サービス

観光資源の観光的価値を
貨幣的価値に変換する

Monetize
地域資源の潜在的価値を高収益の商品・サービスに変える

バリュー・イノベーション・カンパニー

Monetize

M

Destination
（地域）

D

Company
（会社・企業・法人）

C

今後の観光地域づくりに必要な新説「ＶＣＳ的ＤＭＣ」という概念。従
来のDMCやDMOのMはManagement/Marketingと置き換えられるこ
とが多いが、Monetizeであることがポイント
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け
で
は
な
い
が
、
先
日
も
、
私
を
含
め
前

事
務
局
長
と
現
事
務
局
長
と
の
会
談
の
際

に「
Ｄ
Ｍ
Ｏ
化
は
手
段
で
あ
り
目
的
で
は

な
い
の
で
、
や
る
べ
き
こ
と
を
や
れ
！
」

と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
贈
っ
た
こ
と
は
記
憶
に

新
し
い
。

奇
跡
を
起
こ
し
た

「
瀬
戸
内
し
ま
の
わ
２
０
１
４
」

　

次
に
、「
瀬
戸
内
海
国
立
公
園
指
定
80
周

年
」を
記
念
し
て
行
わ
れ
た
瀬
戸
内
し
ま

博
覧
会「
瀬
戸
内
し
ま
の
わ
２
０
１
４
」に

つ
い
て
紹
介
し
て
み
た
い
。

　

こ
の
事
業
は
、
愛
媛
県
と
広
島
県
の
13

市
町
を
対
象
に
地
域
資
源
を
観
光
資
源
と

し
て
活
用
し
、
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
事
業
化

す
る
こ
と
に
よ
り
、
７
か
月
間
で
80
万
人

を
誘
客
す
る
と
い
う“
難
し
い
”を“
新
し

い
”に
変
え
る
バ
リ
ュ
ー
・
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
が
求
め
ら
れ
た
。

　

私
は
、
総
合
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
を
務
め
、

最
終
的
に
は
５
８
８
万
人
の
誘
客
に
成
功

し
、
２
０
１
４
年
の
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞

「
地
域
づ
く
り
デ
ザ
イ
ン
賞
」に
輝
い
た
。

　

こ
の
事
業
の
難
し
さ
は
、
対
象
と
な
る

島
々
の
多
く
が
地
元
の
方
々
で
さ
え
観
光

地
と
し
て
認
識
し
て
い
な
い
地
域
で
あ
る

と
い
う
点
に
加
え
、
数
少
な
い
地
域
資
源

を
観
光
資
源
と
し
て
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
に

仕
上
げ
、
イ
ベ
ン
ト
事
業
化
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
点
で
あ
っ
た
。

　

地
域
に
は
多
く
の
ア
イ
デ
ア
は
存
在
す

る
が
、
そ
れ
を
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
に
転
換

さ
せ
な
い
限
り
、
求
め
る
結
果
を
達
成
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

地
域
の
ア
イ
デ
ア
を
有
益
な
商
品
・
サ

ー
ビ
ス
に
転
換
さ
せ
る
に
は
、
そ
の
ア
イ

デ
ア
を“
企
画
”に
仕
立
て
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
が
、
こ
の
フ
ェ
ー
ズ
が
上
手
く
い

か
ず
に
失
敗
し
て
い
る
ケ
ー
ス
に
出
く
わ

す
こ
と
が
多
い
。

　

そ
も
そ
も
企
画
と
は
、
ワ
ク
ワ
ク
・
ド

キ
ド
キ
さ
せ
る
意
外
性
と
、
ナ
ル
ホ
ド
と

思
わ
せ
る
納
得
性
を
最
大
化
し
た
も
の
で

な
け
れ
ば
使
え
な
い
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
他
と
の
差
別
化
が
必

要
で
あ
り
、
戦
略
的（
＝
尖
っ
て
い
る
／

角
が
あ
る
）で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、

何
故
か
地
域
内
で
話（
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

等
）を
し
て
い
る
う
ち
に
角
が
な
く
な
り
、

丸
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
散
見
さ
れ
る
。

　

地
方
と
い
わ
れ
る
地
域
に
は
、
そ
の
地

域
固
有
の
伝
統
や
文
化
が
少
な
か
ら
ず
存

在
し
て
お
り
、
そ
れ
自
体
が
差
別
化
の
ポ

イ
ン
ト
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
企
画
に
仕
立

て
ら
れ
な
い
と
い
う
現
実
が
存
在
す
る
。

　

一
方
で
、
高
い
コ
ス
ト
を
払
っ
て
外
部

か
ら
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
な
ど
に
頼
っ
て
も
、

「
答
え
は
地
域
の
皆
さ
ん
の
中
に
あ
り
ま

す
！
」的
な
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
う
だ

け
で
時
間
と
コ
ス
ト
の
無
駄
使
い
だ
っ
た

と
い
う
話
を
耳
に
す
る
こ
と
も
多
い
。

　

地
域
が
求
め
て
い
る
の
は“
良
き
フ
ァ

シ
リ
テ
ー
タ
ー
”で
は
な
く“
企
画
で
き
る

ク
リ
エ
イ
タ
ー
”で
あ
り
、「
瀬
戸
内
し
ま

の
わ
２
０
１
４
」で
は
総
合
プ
ロ
デ
ュ
ー

サ
ー
と
し
て“
企
画
で
き
る
ク
リ
エ
イ
タ

ー
”を
島
々
に
投
入
す
る
こ
と
で
良
い
結

果
を
導
く
こ
と
に
成
功
し
た
。

　

こ
の
時
、
私
が
彼
ら
に
指
示
し
た
こ
と

は
、
孔
子
が
説
く「
近
き
も
の
悦
び
、
遠

き
も
の
来
る
！
」を
強
く
イ
メ
ー
ジ
し
、

地
元
の
人
々
が
楽
し
む
も
の
を
、
外
か
ら

来
た
人
々
に“
お
裾
分
け
”し
て
あ
げ
る
こ

と
が
最
大
の“
お
も
て
な
し
”で
あ
る
と
い

う
考
え
で
企
画
を
練
り
上
げ
る
こ
と
で
あ

っ
た
。

　

こ
の
事
業
を
通
じ
て
、
こ
れ
ま
で
バ
リ

ュ
ー
・
ク
リ
エ
イ
タ
ー
と
し
て
や
っ
て
き

た
こ
と
の
積
み
重
ね
が
正
し
か
っ
た
と
確

信
で
き
、
観
光
地
域
づ
く
り
に
本
当
に
必

要
な
こ
と
は
評
論
家
の
如
く
理
想
や
理
論

を
語
る
こ
と
で
は
な
く
、
実
践
者
と
し
て

地
域
に
伴
走
し
結
果
を
導
く
こ
と
で
あ
る

と
再
確
認
し
た
。

新
し
い
価
値
の
創
造

「
横
手
市
・
増
田
ま
ん
が
美
術
館
」

　

新
し
い
元
号
に
変
わ
っ
た
５
月
１
日
に

秋
田
県
横
手
市
に
あ
る「
増
田
ま
ん
が
美

術
館
」が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
た
。

　

横
手
市
と
い
え
ば
、
昔
か
ら
ご
当
地
グ

ル
メ
の「
横
手
焼
き
そ
ば
」、
雪
ま
つ
り
の

「
か
ま
く
ら
」な
ど
が
有
名
で
あ
っ
た
が
、

最
近
は
、
平
成
25
年
に
伝
統
的
建
造
物
群

保
存
地
区
に
指
定
さ
れ
た
増
田
町
の「
内

蔵
」が
秋
田
県
を
代
表
す
る
観
光
資
源
と

し
て
脚
光
を
浴
び
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

　

一
方
で
、
増
田
マ
ン
ガ
美
術
館
は
平
成

７
年
に
オ
ー
プ
ン
し
て
以
来
、
本
来
の
価

値
を
上
手
く
活
か
せ
な
い
ま
ま
入
館
者
数

が
半
減
す
る
と
い
う
状
況
に
追
い
込
ま
れ

て
い
た
。

　

私
は
平
成
24
年
に
じ
ゃ
ら
ん
リ
サ
ー
チ

セ
ン
タ
ー
の
要
請
で
内
蔵
を
活
か
し
た
観

光
地
域
づ
く
り
に
関
わ
っ
た
こ
と
が
キ
ッ

全国知事会に合わせて作成した「瀬戸内しまのわ２０１
４」のポスター。実現したい世界観（しまのわ）をビジュ
アル化したもので、「島の輪がつながる」がゴール、「人
の和でつなげる」が戦略の軸を意味している

佐藤真一
Shinichi  Sato 

特別寄稿

日本の“観光”を
今一度
せんたくいたし
申し候！



27 June  2019　

カ
ケ
で
、
現
在
は
、
横
手
市
マ
ン
ガ
活
用

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
増
田
マ
ン
ガ
美
術

館
の
観
光
資
源
化
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
。

 

「
大
切
な
こ
と
は
全
て
マ
ン
ガ
で
学
ん

だ
！
」と
い
う
位
に
マ
ン
ガ
好
き
の
私
は

今
回
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
に
際
し

て
、「
マ
ン
ガ
原
画
」の
潜
在
価
値
に
着
目

し
た
。

　

こ
の
美
術
館
は
既
に
国
内
外
を
代
表
す

る
１
７
９
名
の
マ
ン
ガ
家
か
ら
20
万
枚
を

超
え
る
原
画
を
寄
託
さ
れ
て
お
り
、
世
界

一
の
マ
ン
ガ
原
画
を
有
す
る
美
術
館
で
あ

る
こ
と
は
余
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。

　

一
方
で
、
マ
ン
ガ
は
日
本
を
代
表
す
る

文
化
的
資
源
と
し
て
世
界
中
で
注
目
さ
れ

て
お
り
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
ル
ー
ブ
ル
美
術

館
が
マ
ン
ガ
を
第
９
番
目
の
ア
ー
ト
と
し

て
認
定
す
る
一
方
で
、
同
国
の
オ
ー
ク
シ

ョ
ン
で
日
本
の
有
名
マ
ン
ガ
家
の
１
枚
の

原
画
に
数
千
万
円
の
値
が
付
く
な
ど
話
題

が
尽
き
な
い
。

　

日
本
で
は
マ
ン
ガ
が
ア
ニ
メ
化
さ
れ
、

実
写
映
画
化
さ
れ
、
劇
場
化
さ
れ
る
な
ど
、

そ
の
活
用
が
広
が
り
を
見
せ
る
中
、
マ
ン

ガ
原
画
の
価
値
は
一
部
の
マ
ニ
ア
に
し
か

認
め
ら
れ
て
い
な
い
の
が
実
情
で
あ
る
。

　

こ
の
状
況
は
、
現
存
す
る
４
分
の
３
以

上
が
欧
米
の
一
流
美
術
館
が
所
有
し
て
い

る
と
い
わ
れ
る「
浮
世
絵
」が
辿
っ
た
歴
史

に
似
て
お
り
、
私
が
マ
ン
ガ
原
画
の
潜
在

価
値
に
着
目
す
る
最
大
の
理
由
が
こ
の
点

に
あ
る
。

　

勿
論
、
現
状
の
ま
ま
で
は
潜
在
価
値
が

市
場
価
値
と
し
て
認
め
ら
れ
る
ま
で
に
至

っ
て
い
な
い
た
め
、
新
た
な
価
値
創
造
と

し
て
の
バ
リ
ュ
ー
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が

必
要
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
り
、
だ
か

ら
こ
そ
バ
リ
ュ
ー
・
ク
リ
エ
イ
タ
ー
と
し

て
の
介
在
価
値
が
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

　

今
回
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
で「
世
界
一
の

マ
ン
ガ
原
画
を
有
す
る
美
術
館
」と
い
う

ハ
ー
ド
は
完
成
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は「
世

界
中
か
ら
マ
ン
ガ
好
き
が
集
ま
る
美
術

館
」と
し
て
ブ
ラ
ン
ド
構
築
を
プ
ロ
デ
ュ

ー
ス
す
る
こ
と
に
注
力
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。

新
会
社「
ロ
ー
カ
ル
デ
ベ
ロ
ッ
プ

メ
ン
ト
ラ
ボ
」立
ち
上
げ
の
背
景

　

こ
れ
ま
で
Ｖ
Ｃ
Ｓ
を
起
業
し
て
以
来
、

全
て
の
都
道
府
県
で
観
光
地
域
づ
く
り
に

関
わ
っ
て
き
た
が
、
少
子
高
齢
化
が
加
速

し
、
い
よ
い
よ
人
口
減
少
社
会
に
突
入
す

る
時
代
に
な
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
こ
れ

ま
で
の
延
長
線
で
物
事
を
考
え
、
事
業
を

展
開
す
る
だ
け
で
は
限
界
が
あ
る
と
思
い

始
め
て
い
る
。

　

特
に
、
ソ
フ
ト
事
業
中
心
の
観
光
地
域

づ
く
り
だ
け
で
は
大
き
な
成
果
を
出
す
こ

と
は
難
し
く
、
ハ
ー
ド
事
業
を
行
う
こ
と

で
よ
り
一
層
、“
難
し
い
”を“
新
し
い
”に

変
え
る
バ
リ
ュ
ー
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

実
現
で
き
る
と
い
う
考
え
に
至
っ
た
。

　

時
を
同
じ
く
し
て
、
全
国
で
２
０
０
を

超
え
る
商
業
施
設
の
運
営
に
関
わ
っ
て
き

た
株
式
会
社
イ
ー
ス
ト（
東
京
本
社
）の
社

長
で
あ
り
、
私
が
理
事
を
務
め
る
一
般
社

団
法
人
地
域
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
協
会
の
オ

ー
ガ
ナ
イ
ザ
ー
で
も
あ
る
長
島
氏
も
同
じ

考
え
方
を
持
た
れ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
。

　

今
後
の
観
光
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て
彼

と
語
り
合
う
中
で
、
ソ
フ
ト
事
業
か
ら
ハ

ー
ド
事
業
ま
で
を
手
掛
け
る
会
社
を
新
た

に
立
ち
上
げ
る
べ
き
と
い
う
結
論
に
至
り
、

昨
年
４
月
に
彼
を
代
表
取
締
役
に
、
私
が

取
締
役
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
し
て
、
株
式

会
社
ロ
ー
カ
ル
デ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
ラ
ボ

（
本
社
：
福
岡
県
福
岡
市
）を
立
ち
上
げ

た
。

　

こ
の
会
社
は
社
名
の
と
お
り
、「
地
域
の

開
発
を
手
掛
け
る
研
究
室
」的
な
位
置
づ

け
で
あ
り
、
Ｖ
Ｃ
Ｓ
が
説
く
Ｄ
Ｍ
Ｃ
的
な

事
業
を
全
国
各
地
で
展
開
す
る
こ
と
を
目

的
に
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
。

　

今
は
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
対
象
と
し
た

民
営
の
観
光
案
内
所
の
運
営
、
都
心
の
商

業
施
設
を
活
用
し
た
飲
食
・
物
販
事
業
の

展
開
、
観
光
地
の
既
存
不
動
産
を
利
活
用

し
た
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
事
業
な
ど
様
々
な

こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
お
り
、
全
国
各

地
か
ら
様
々
な
相
談
案
件
が
持
ち
込
ま
れ

て
い
る
。

　

既
に
こ
の
１
年
で
、
九
州
で
は
福
岡
市
、

壱
岐
市
、
山
鹿
市
、九
州
以
外
で
は
京
都
市

や
東
京
都
で
も
事
業
を
実
施
し
て
お
り
、

今
後
も
積
極
的
に
全
国
各
地
で
Ｄ
Ｍ
Ｃ
的

な
展
開
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

　

日
本
の
観
光
地
域
づ
く
り
が
難
し
い
状

況（
危
機
）に
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
新
し

い
状
況（
機
会
）に
あ
る
と
い
う
こ
と
で
も

あ
り
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
し
や
す

い
環
境
で
あ
る
と
い
え
る
。

　

そ
れ
故
に
、
最
後
は「
日
本
の“
観
光
”

を
今
一
度
せ
ん
た
く
い
た
し
申
し
候
！
」

を
声
高
に
叫
ん
で
今
回
の
寄
稿
を
結
び
た

い
と
思
う
。

東京渋谷のホテルで２０１９年３月２２日、メディア向けに行ったリニューアル告知イベント
の様子



第●回

経
済
的
に
豊
か
に
な
る
ほ
ど

社
会
は
サ
ー
ビ
ス
化
し
て
い
く

　

前
回
は
旅
行
を
サ
ー
ビ
ス
商
品
と
し
て

俯
瞰
し
、
顧
客
と
の
接
点
で
あ
る
「
サ
ー

ビ
ス
・
エ
ン
カ
ウ
ン
タ
ー
」に
つ
い
て
紹

介
し
た
。
エ
ン
カ
ウ
ン
タ
ー（
顧
客
と
の

接
点
）と
し
て
、
地
域
住
民
の
存
在
が
あ

る
こ
と
が
観
光
分
野
の
特
徴
で
あ
る
。
今

回
は
、
モ
ノ
製
品
と
比
較
し
た
と
き
の
サ

ー
ビ
ス
商
品
の
特
徴
に
つ
い
て
、
よ
り
詳

し
く
学
ん
で
い
こ
う
。

　

一
般
的
な
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
は
、
モ
ノ

製
品
を
ベ
ー
ス
に
作
ら
れ
た
理
論
で
あ
り
、

そ
の
ま
ま
観
光
分
野
に
当
て
は
ま
る
部
分

と
、
当
て
は
ま
ら
な
い
部
分
と
が
あ
る
。

も
し
今
進
め
て
い
る
企
画
に
、
ど
こ
か
し

っ
く
り
い
か
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
な
ら
、

そ
れ
は
サ
ー
ビ
ス
商
品
特
有
の
も
の
が
あ

る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

さ
て
、
ま
ず
サ
ー
ビ
ス
の
定
義
に
つ
い

て
確
認
し
て
お
こ
う
。
サ
ー
ビ
ス
と
い
っ

て
も
そ
の
範
囲
は
非
常
に
広
い
。
一
般
に

は
サ
ー
ビ
ス
と
は
モ
ノ
以
外
の
商
材
を
指

し
て
お
り
、
売
買
の
後
に
形
が
残
ら
な
い

も
の
、
と
い
わ
れ
る
。
例
え
ば
本
と
い
う

商
品
は
モ
ノ
だ
が
、
そ
れ
が
流
通
す
る
Ｅ

Ｃ
サ
イ
ト
は
サ
ー
ビ
ス
だ
。
シ
ャ
ツ
を
洗

濯
す
る
洗
剤
は
モ
ノ
だ
が
、
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
に
頼
め
ば
そ
れ
は
サ
ー
ビ
ス
に
な
る
。

食
事
を
自
炊
す
る
た
め
に
は
食
材
＝
モ
ノ

を
購
入
す
る
が
、
外
食
す
れ
ば
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
し
た
こ
と
に
な
る
。

　

現
代
は
サ
ー
ビ
ス
化
社
会
と
い
わ
れ
、

経
済
的
に
豊
か
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
サ

ー
ビ
ス
業
の
比
率
が
上
が
る
と
も
い
わ
れ

て
い
る
。
そ
う
い
う
意
味
で
も
、
サ
ー
ビ

ス
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
は
意
義
が
大
き
い
。

そ
し
て
旅
行
業
は
主
要
な
サ
ー
ビ
ス
業
の

ひ
と
つ
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

　

モ
ノ
製
品
と
比
較
し
た
と
き
、
一
般
的

な
サ
ー
ビ
ス
の
独
特
な
特
徴
を
、
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
の
大
家
で
あ
る
コ
ト
ラ
ー
は
4

つ
挙
げ
て
い
る
。
①
非
有
形
性
、
②
不
可

分
性
、
③
変
動
性
、
④
非
貯
蔵
性
、
で
あ

る
（
図
1
）。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
、
一
般

的
な
そ
の
特
性
と
、
観
光
に
当
て
は
め
た

場
合
の
事
例
や
ポ
イ
ン
ト
を
挙
げ
て
み
る
。

□
非
有
形
性

　
サ
ー
ビ
ス
は
目
に
見
え
な
い

　

モ
ノ
と
違
っ
て
、
サ
ー
ビ
ス
は
目
に
見

え
な
い
。
そ
の
た
め
、
購
買
の
前
に
手
に

取
っ
て
見
た
り
触
っ
た
り
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
。
確
か
に
旅
行
に
行
く
前
に
そ
の

土
地
を
事
前
に
確
か
め
る
こ
と
は
で
き
な

い
し
（
よ
ほ
ど
重
要
な
旅
行
で
、
い
わ
ゆ

る
下
見
旅
行
が
で
き
る
な
ら
ば
別
だ
が
）、

写
真
を
見
る
こ
と
は
で
き
て
も
、
実
際
に

現
場
で
体
験
す
る
こ
と
は
不
可
能
だ
。

　

こ
の
た
め
、
サ
ー
ビ
ス
を
購
買
す
る
前

に
、
顧
客
は
そ
の
品
質
を
確
か
め
る
サ
イ

ン
を
求
め
る
と
い
わ
れ
て
い
る
の
だ
。
旅

行
サ
イ
ト
な
ど
の
ク
チ
コ
ミ
は
つ
ま
り
品

質
の
サ
イ
ン
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
た

め
に
、
重
視
さ
れ
や
す
い
。

　

さ
ら
に
、
一
般
的
に
サ
ー
ビ
ス
は
形
が

な
い
た
め
、
移
動
も
で
き
な
い
。
そ
の
サ

ー
ビ
ス
を
受
け
よ
う
と
思
え
ば
、
そ
の
場

所
に
出
か
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、

来
訪
さ
せ
る
た
め
の
ハ
ー
ド
ル
が
存
在
す

る
。
モ
ノ
製
品
で
あ
れ
ば
、
欲
し
い
と
思

っ
た
時
に
ネ
ッ
ト
通
販
な
ど
で
送
っ
て
も

ら
う
こ
と
も
で
き
る
が
、
サ
ー
ビ
ス
は
そ

う
は
い
か
な
い
。
最
近
は
出
張
ヘ
ア
サ
ロ

ン
な
ど
、
移
動
可
能
な
サ
ー
ビ
ス
も
増
え

て
き
た
が
、
旅
行
に
関
し
て
は
そ
も
そ
も

現
地
へ
行
く
こ
と
が
目
的
の
た
め
、
サ
ー

ビ
ス
商
品
の
移
動
は
難
し
く
、
な
か
な
か

模
倣
は
難
し
そ
う
だ
。

　

で
は
こ
の
よ
う
な
非
有
形
性
を
ク
リ
ア

※本稿は、特に断りがない場合はフィリップ・コトラーの「マーケティング原理」（1995年初版）を参考にしている

サービス・マーケティング編

モノ製品と比べて、サービス商品はその特異性が大きい。
一般的なマーケティングに沿って施策を錬っているのに
うまくいかないのは、もしかしたらサービスの特性に
依拠する部分もあるかもしれない。
今回はサービスの持つ基本的な特徴を学んでいこう。
監修／富澤 豊

旅行サービスの
「特異性」を知る
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今回のマーケティング用語

サービスの
□非有形性  □不可分性  □変動性  □非貯蔵性

観光の

サイエンス

期間限定連載

のの

サイエンス
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例
え
ば
宿
に
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
し
、
仲
居

さ
ん
が
顧
客
対
応
を
す
る
。
お
客
様
は
仲

居
さ
ん
の
行
動
を
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
間
、

つ
ぶ
さ
に
観
察
す
る
こ
と
が
可
能
だ
。
オ

リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
内
容
、
わ
か
り
や

す
さ
、
話
し
方
や
態
度
、
所
作
の
印
象
な

ど
、
顧
客
は
無
意
識
に
評
価
し
て
い
る
。

一
方
、
モ
ノ
製
品
で
は
生
産
過
程
を
見
せ

る
こ
と
は
基
本
的
に
は
稀
で
あ
る
。
逆
に

品
質
開
示
の
た
め
に
見
せ
る
パ
タ
ー
ン
と

し
て
は
、
工
場
見
学
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る

が
、
商
品
と
し
て
と
い
う
よ
り
は
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ

活
動
と
し
て
行
う
ケ
ー
ス
が
多
い
だ
ろ
う
。

　

不
可
分
性
と
い
う
意
味
で
、
顧
客
と
の

相
互
作
用
（
例
え
ば
サ
ー
ビ
ス
中
の
会
話

な
ど
）が
発
生
す
る
と
い
う
特
徴
も
あ
る
。

旅
館
で
の
仲
居
さ
ん
と
の
会
話
、
旅
先
で

の
地
域
住
民
と
の
ふ
れ
あ
い
な
ど
、
偶
発

的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
評
価
さ
れ

や
す
い
の
も
サ
ー
ビ
ス
な
ら
で
は
の
特
性

だ
。

　

そ
し
て
人
が
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
の

で
あ
れ
ば
、
人
も
サ
ー
ビ
ス
の
一
部
と
し

て
認
識
さ
れ
る
。
コ
ト
ラ
ー
に
よ
れ
ば
、

「
誰
が
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
か
？
」と

い
う
こ
と
に
顧
客
は
強
い
関
心
を
持
つ
と

い
う
。
例
え
ば
美
容
院
が
指
名
制
を
採
用

し
て
い
る
の
は
、
こ
の
よ
う
な
顧
客
の
要

す
る
に
は
ど
の
よ
う
な
工
夫
が
必
要
だ
ろ

う
か
。
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
に
お
け
る
解
決

策
の
ポ
イ
ン
ト
を
図
2
に
示
し
て
い
る
の

で
参
考
に
さ
れ
た
い
。

　

非
有
形
性
の
解
決
策
は
、
目
に
見
え
な

い
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
品
質
の
サ
イ
ン
を

で
き
る
か
ぎ
り
可
視
化
し
て
あ
げ
る
こ
と

だ
。
実
は
旅
行
業
界
で
は
既
に
こ
の
可
視

化
の
例
が
た
く
さ
ん
あ
る
。
例
え
ば
予
約

の
入
っ
た
宿
泊
客
に
宿
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
送
る
こ
と
や
、
モ
デ
ル
ツ
ア
ー
の
実
施
、

最
新
技
術
で
あ
る
Ｖ
Ｒ
な
ど
に
よ
る
Ｐ
Ｒ

は
、
体
験
前
に
品
質
を
確
か
め
る
一
種
の

可
視
化
と
い
え
る
。
都
市
圏
の
地
域
イ
ベ

ン
ト
で
の
産
品
の
試
食
や
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ

ッ
プ
に
よ
る
物
販
も
、
品
質
の
一
部
を
事

前
体
験
す
る
こ
と
に
よ
り
可
視
化
し
て
い

る
と
い
え
よ
う
。
宿
泊
施
設
の
、
い
わ
ゆ

る
ク
リ
ン
ネ
ス
カ
ー
ド
（
部
屋
に
置
か
れ

て
い
る
「
私
が
清
掃
し
ま
し
た
」と
い
う

コ
メ
ン
ト
の
つ
い
た
カ
ー
ド
）は
、
清
掃

と
い
う
見
え
な
い
サ
ー
ビ
ス
を
可
視
化
す

る
工
夫
だ
。

　

こ
の
よ
う
に
サ
ー
ビ
ス
を
可
視
化
す
る

こ
と
で
、
顧
客
は
そ
の
信
頼
性
を
目
に
見

え
る
形
で
確
か
め
、
安
心
し
て
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
で
き
、
ま
た
サ
ー
ビ
ス
実
感
が
よ

り
具
体
的
に
な
り
、
結
果
と
し
て
満
足
度

が
上
昇
す
る
効
果
が
あ
る
。

　

ち
な
み
に
サ
ー
ビ
ス
は
形
が
な
い
た
め

流
通
で
き
な
い
の
だ
が
、
購
入
す
る
「
権

利
」は
流
通
で
き
る
。
新
幹
線
や
航
空
券

と
い
っ
た
交
通
チ
ケ
ッ
ト
の
購
買
が
そ
の

例
だ
が
、
最
近
で
は
宿
の
宿
泊
権
利
を
購

入
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
「C

ansell

（
キ
ャ

ン
セ
ル
）」の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
も
登
場

し
て
お
り
、
こ
の
購
入
す
る
「
権
利
」を

う
ま
く
活
用
し
て
い
る
事
例
と
い
え
る
だ

ろ
う
。

□
不
可
分
性

　
生
産
と
消
費
が
同
時
に
行
わ
れ
る

　

生
産
と
消
費
、
と
い
わ
れ
て
も
ピ
ン
と

こ
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
例
え
ば
モ
ノ

製
品
は
、
先
に
生
産
が
あ
り
、
納
品
さ
れ

て
、
そ
の
後
購
買
（
消
費
）と
い
う
流
れ

が
あ
る
。
車
な
ど
一
部
の
製
品
は
オ
ー
ダ

ー
メ
イ
ド
も
存
在
す
る
が
、
作
っ
て
い
る

最
中
に
乗
る
こ
と
は
で
き
ず
、
生
産
と
消

費
は
別
も
の
だ
。
し
か
し
サ
ー
ビ
ス
の
場

合
は
こ
れ
が
同
時
に
行
わ
れ
る
と
い
う
特

性
が
あ
る
。

図1　サービスの4つの特徴

サービスは
目に見えない

手に取って
確認できない

非有形性

サービスは生産と消費が
同時に行われる

その場・その時間に
拘束される

不可分性

サービスは提供者や
場によって品質が
変わる可能性がある

機械的に生産できない

変動性

サービスは
貯めておくことができない

生産・納品を
調整できない

非貯蔵性
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望
に
応
え
て
い
る
の
だ
。

　

不
可
分
性
を
う
ま
く
活
用
し
て
い
る
事

例
が
、
レ
ス
ト
ラ
ン
の
オ
ー
プ
ン
キ
ッ
チ

ン
だ
。
最
近
は
ホ
テ
ル
の
ブ
ッ
フ
ェ
な
ど

で
多
く
採
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
ラ
イ

ブ
感
が
あ
り
、
出
来
立
て
の
も
の
が
食
べ

ら
れ
る
と
い
う
満
足
感
だ
け
で
な
く
、
顧

客
か
ら
す
る
と
目
の
前
で
作
る
姿
を
確
認

で
き
、
安
心
感
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　

た
だ
、
こ
の
不
可
分
性
は
、
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
側
が
、
そ
の
環
境
の
刺
激
を

直
接
受
け
て
し
ま
う
と
い
う
弊
害
も
あ
る
。

例
え
ば
カ
ス
タ
マ
ー
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る

顧
客
と
の
電
話
応
対
中
に
起
き
る
ト
ラ
ブ

ル
だ
。
こ
の
よ
う
な
場
合
、
現
場
か
ら
い

ち
い
ち
上
層
部
に
ア
ラ
ー
ム
を
上
げ
て
対

応
を
仰
ぐ
の
で
は
な
く
、
あ
る
程
度
現
場

に
権
限
を
与
え
る
こ
と
で
対
応
が
ス
ム
ー

ズ
に
い
く
こ
と
が
多
い
と
い
う
。
あ
え
て

電
話
を
か
け
て
く
る
顧
客
は
既
に
ス
ト
レ

ス
を
抱
え
て
お
り
、
臨
機
応
変
な
対
応
こ

そ
が
顧
客
満
足
に
つ
な
が
り
や
す
い
の
だ
。

□
変
動
性

提
供
者
や
場
に
よ
っ
て
品
質
が
変
動
す
る

　

工
業
的
に
製
作
さ
れ
た
モ
ノ
製
品
は
品

質
に
差
異
が
な
い
こ
と
が
前
提
で
あ
り
、

質
が
落
ち
る
も
の
が
あ
れ
ば
そ
れ
は
不
良

品
と
さ
れ
る
。
ま
た
手
作
り
の
モ
ノ
製
品

で
あ
れ
ば
、
一
つ
ひ
と
つ
仕
上
が
り
が
異

な
る
と
い
う
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
が
、
性

能
に
お
い
て
は
問
題
な
い
こ
と
が
前
提
だ
。

　

し
か
し
サ
ー
ビ
ス
の
場
合
は
、
そ
の
提

供
す
る
人
や
、
提
供
さ
れ
る
場
に
よ
っ
て

品
質
が
変
動
す
る
。
前
に
泊
ま
っ
た
と
き

の
仲
居
さ
ん
は
良
か
っ
た
け
れ
ど
、
今
回

の
仲
居
さ
ん
は
イ
マ
イ
チ
だ
っ
た
…
な
ど
、

人
に
よ
る
変
動
性
は
よ
く
聞
く
話
だ
。
こ

の
た
め
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
組
織
は
①
良
い

採
用
計
画
と
訓
練
計
画
、
②
顧
客
の
フ
ィ

ー
ド
バ
ッ
ク
に
よ
っ
て
従
業
員
の
質
を
高

め
る
、
③
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
従
業
員
が
顧

客
に
と
っ
て
よ
り
接
触
し
や
す
く
、
頼
れ

る
よ
う
に
す
る
、
④
顧
客
満
足
を
定
期
的

に
チ
ェ
ッ
ク
す
る
、
な
ど
の
行
動
を
と
る

こ
と
で
、
そ
の
変
動
性
を
管
理
す
る
必
要

が
あ
る
。

　

と
は
い
え
サ
ー
ビ
ス
は
人
に
よ
っ
て
変

動
性
が
あ
る
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
り
、

ま
た
受
け
入
れ
る
側
も
一
定
の
許
容
範
囲

（
バ
ッ
フ
ァ
）が
存
在
す
る
。
さ
ら
に
施

設
の
レ
ベ
ル
に
よ
っ
て
も
異
な
る
。
例
え

ば
高
級
ホ
テ
ル
と
カ
ジ
ュ
ア
ル
な
ビ
ジ
ネ

ス
ホ
テ
ル
で
は
求
め
る
レ
ベ
ル
が
違
う
。

自
分
た
ち
に
求
め
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス
レ
ベ

ル
と
の
期
待
値
調
整
は
常
に
頭
に
入
れ
て

お
き
た
い
。

　

旅
行
に
お
い
て
わ
か
り
や
す
い
変
動
性

と
い
え
ば
天
気
だ
。
こ
の
天
気
の
変
動
性

に
つ
い
て
の
工
夫
事
例
と
し
て
は
、
飲
食

店
な
ど
の
「
雨
の
日
サ
ー
ビ
ス
」が
挙
げ

ら
れ
る
だ
ろ
う
。
雨
の
日
に
来
店
し
た
人

に
は
、
購
入
金
額
か
ら
一
定
料
金
を
割
り

引
く
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
だ
。
実
は
旅
行
業

界
で
も
お
天
気
保
険
な
る
も
の
が
存
在
す

る
。
２
０
０
９
年
に
ル
フ
ト
ハ
ン
ザ
航
空

が
実
施
し
た
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
雨
が
5

ミ
リ
以
上
観
測
さ
れ
た
場
合
、
１
日
に
つ

き
20
ユ
ー
ロ
の
「
保
険
金
」が
支
払
わ
れ

る
と
い
う
も
の
。
ま
た
、
日
本
で
も
お
天

気
保
険
は
存
在
す
る
。
リ
ゾ
ー
ト
地
な
ど
、

悪
天
候
に
よ
っ
て
体
験
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

が
実
施
不
可
能
と
な
っ
た
場
合
、
満
足
度

に
影
響
し
や
す
い
地
域
で
は
、
参
考
に
し

て
み
る
の
も
い
い
か
も
し
れ
な
い
。

□
非
貯
蔵
性

　
貯
め
て
お
く
こ
と
が
で
き
な
い

　

サ
ー
ビ
ス
は
形
が
な
い
の
で
、
当
然
な

が
ら
貯
め
て
お
く
こ
と
が
で
き
な
い
。
モ

ノ
製
品
で
あ
れ
ば
い
わ
ゆ
る
「
在
庫
」と

い
う
も
の
が
存
在
す
る
が
、
例
え
人
気
が

あ
っ
た
と
し
て
も
宿
泊
プ
ラ
ン
は
増
産
で

き
な
い
の
だ
。
旅
行
業
界
で
は
宿
泊
施
設

の
空
い
て
い
る
部
屋
を
い
わ
ゆ
る
「
在

庫
」と
呼
ぶ
が
、
モ
ノ
製
品
の
「
在
庫
」は
、

需
要
に
合
わ
せ
て
生
産
を
調
整
で
き
る

（
最
近
で
は
売
れ
す
ぎ
た
商
品
の
在
庫
が

な
く
な
り
、
販
売
チ
ャ
ン
ス
を
失
す
る
こ

と
も
あ
る
よ
う
だ
が
）。

　

非
貯
蔵
性
に
お
い
て
は
、
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
側
、
受
け
る
側
、
両
方
に
リ
ス

ク
が
生
じ
る
。
例
え
ば
在
庫
が
な
い
た
め

に
、
自
分
が
買
い
た
い
と
き
に
買
え
な
い

と
い
う
ス
ト
レ
ス
が
生
じ
る
。
大
型
連
休

前
に
新
幹
線
の
チ
ケ
ッ
ト
購
入
の
た
め
に

並
ぶ
顧
客
の
列
を
見
か
け
る
こ
と
が
あ
る

だ
ろ
う
。
ま
た
、
売
り
手
側
か
ら
し
て
も
、

オ
ン
シ
ー
ズ
ン
は
十
分
す
ぎ
る
ほ
ど
お
客

様
が
来
る
の
だ
が
、
平
日
の
集
客
に
困
っ

て
い
る
と
こ
ろ
は
非
常
に
多
い
。

　

こ
の
需
給
の
バ
ラ
ン
ス
を
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
す
る
手
法
の
ひ
と
つ
が
、
い
わ
ゆ
る
イ

ー
ル
ド
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
や
レ
ベ
ニ
ュ
ー
・
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マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、
需

給
の
変
動
を
料
金
の
設
定
で
制
御
す
る
方

法
だ
。
需
要
の
高
い
時
期
は
高
値
で
売
り
、

低
い
時
期
は
安
く
売
る
こ
と
で
需
給
バ
ラ

ン
ス
を
取
る
や
り
方
で
、
価
格
を
適
時
変

動
さ
せ
る
手
法
は
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
・
プ
ラ

イ
シ
ン
グ
と
も
呼
ば
れ
る
。
ツ
ア
ー
や
飛

行
機
の
チ
ケ
ッ
ト
で
は
一
般
的
な
や
り
方

で
あ
っ
た
が
、
最
近
で
は
有
名
な
大
規
模

観
光
施
設
が
取
り
入
れ
て
話
題
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
非
貯
蔵
性
の
た
め
に
、
サ
ー
ビ

ス
に
は
キ
ャ
ン
セ
ル
料
を
設
定
し
て
い
る

こ
と
が
多
い
。
こ
れ
は
サ
ー
ビ
ス
の
価
値

は
そ
の
時
間
に
の
み
存
在
す
る
と
考
え
ら

れ
る
か
ら
だ
。
施
設
側
か
ら
す
る
と
想
定

し
た
収
益
に
対
す
る
リ
ス
ク
ヘ
ッ
ジ
で
も

あ
る
。

　

非
貯
蔵
性
は
、
当
然
購
入
者
側
に
も
リ

ス
ク
が
あ
る
。
例
え
ば
在
庫
が
な
く
、
事

前
に
試
す
こ
と
も
で
き
な
い
の
で
、
返
品

が
で
き
な
い
こ
と
だ
。
一
般
的
に
旅
行
商

品
は
相
応
の
価
格
と
な
る
の
で
、
購
入
時

に
は
、
こ
の
よ
う
な
リ
ス
ク
を
考
慮
し
判

断
が
慎
重
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
ま
た
、

事
後
の
ク
レ
ー
ム
が
起
き
や
す
い
の
は
、

返
品
や
値
引
き
と
い
っ
た
対
応
が
で
き
な

い
た
め
に
、
購
入
者
の
ス
ト
レ
ス
の
は
け

口
が
な
い
こ
と
も
影
響
し
て
い
そ
う
だ
。

認
知
的
不
協
和
（
こ
の
ケ
ー
ス
は
「
こ
れ

だ
け
高
額
を
支
払
っ
た
サ
ー
ビ
ス
だ
か
ら

良
い
も
の
で
あ
る
に
違
い
な
い
」と
い
う

期
待
値
と
の
齟
齬
）も
起
き
や
す
い
。

　

こ
の
よ
う
に
、
サ
ー
ビ
ス
は
、
モ
ノ
製

品
と
比
べ
て
制
約
を
受
け
や
す
い
、
独
特

の
特
性
が
あ
る
の
だ
。

サ
ー
ビ
ス
は
演
劇
と
同
じ

練
習
こ
そ
が
モ
ノ
を
言
う

　

サ
ー
ビ
ス
研
究
の
第
一
人
者
で
あ
る
近

藤
隆
雄
氏
に
よ
れ
ば
、
サ
ー
ビ
ス
は
演
劇

に
例
え
る
と
理
解
し
や
す
い
と
い
う
。
先

述
の
よ
う
に
サ
ー
ビ
ス
は
目
に
見
え
な
い

た
め
、
顧
客
に
と
っ
て
事
前
に
品
質
確
認

は
で
き
な
い
の
だ
が
、
現
場
で
は
細
か
く

品
質
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
つ
ま

り
「
本
番
」が
非
常
に
重
要
な
の
だ
。
顧

客
と
直
に
接
す
る
フ
ロ
ン
ト
や
店
員
は
、

舞
台
で
演
じ
る
俳
優
に
例
え
ら
れ
る
。
裏

で
支
え
る
ス
タ
ッ
フ
、
全
体
の
流
れ
や
適

材
適
所
を
考
え
る
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
役

割
を
担
う
企
画
担
当
、
現
場
を
仕
切
る
支

配
人
や
店
長
は
監
督
と
い
っ
た
と
こ
ろ
か
。

そ
れ
ぞ
れ
が
役
回
り
を
持
ち
、
そ
の
役
割

を
十
分
発
揮
す
る
こ
と
で
、
顧
客
は
サ
ー

ビ
ス
と
い
う
演
劇
を
十
分
楽
し
む
こ
と
が

で
き
る
。
舞
台
は
一
発
勝
負
で
あ
り
、
顧

客
の
反
応
が
ダ
イ
レ
ク
ト
に
演
者
に
伝
わ

る
点
も
似
て
い
る
。
つ
ま
り
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
側
は
、「
本
番
」に
備
え
て
十
分

な
準
備
を
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
例

え
ば
航
空
会
社
は
、
実
際
の
機
体
を
模
し

た
空
間
の
中
で
繰
り
返
し
訓
練
を
行
い
、

非
常
時
対
応
の
練
習
だ
け
で
な
く
、
さ
ま

ざ
ま
な
お
客
様
の
タ
イ
プ
に
あ
わ
せ
た
ロ

ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ
を
実
施
し
て
い
る
。
ど

の
よ
う
な
環
境
で
あ
っ
て
も
ベ
ス
ト
の
サ

ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
る
よ
う
、
普
段
か
ら

心
が
け
て
お
く
こ
と
も
重
要
な
の
だ
。

図2　サービスの特徴と、ネガティブポイントを改善する対応策案

同時性を活かした
サービス提供

不可分性

生産の質を上げる
例）お客様との
会話スキルの向上

現場に権限を付与する
例）カスタマーセンター

生産の様子を見せる
例）オープンキッチン

可視化する
（知覚品質を上げる）

非有形性

サービス提供者の姿
例）クリンネスカード

サービスの事前告知
例）パンフを送る、
VRによる部屋の視察

来訪した人の評価
例）クチコミ

需給の
コントロールをする

非貯蔵性

需給による価格変動制
例）

レベニュー・マネジメント
イールド・マネジメント
ダイナミック・プライシング

リスクヘッジをする
例）事前予約による
キャンセルフィーの

受け取り

品質の
コントロールをする

変動性

質を一定にする工夫
例）指名制

質が下がる日の救済策
例）雨の日サービス
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長
く
愛
さ
れ
て
き
た
店
を

終
わ
ら
せ
る
の
は
も
っ
た
い
な
い

　

ア
ル
ミ
サ
ッ
シ
の
向
こ
う
に
は
、
袋

詰
め
や
会
計
で
休
み
な
く
動
き
回
る
店

員
の
姿
。
商
品
は
食
パ
ン
と
ロ
ー
ル
パ

ン
だ
け
だ
が
、
午
後
２
時
台
の
店
頭
で

は
す
で
に
「
本
日
分
は
終
わ
っ
て
し
ま

っ
て
」と
い
う
声
が
聞
こ
え
る
。『
ペ
リ

カ
ン
』の
ご
く
日
常
的
な
風
景
だ
。「
で

も
、
ず
っ
と
こ
う
だ
っ
た
わ
け
で
も
な

い
ん
で
す
よ
」と
渡
辺
氏
は
語
る
。

　

壁
面
に
棚
が
並
ぶ
だ
け
の
簡
素
な
店

内
は
、
卸
中
心
だ
っ
た
時
代
の
名
残
り
。

創
業
者
は
渡
辺
氏
の
曽
祖
父
で
、
当
初

は
惣
菜
パ
ン
な
ど
も
置
く
普
通
の
パ
ン

屋
だ
っ
た
が
、
祖
父
の
代
に
入
る
と
周

囲
に
同
じ
よ
う
な
店
が
増
え
、
競
合
を

避
け
る
た
め
に
業
態
を
変
更
。
よ
い
材

料
を
使
い
、
喫
茶
店
や
ホ
テ
ル
向
け
の

卸
専
門
店
と
し
て
成
功
し
た
。
そ
の
後
、

時
代
の
流
れ
で
得
意
先
だ
っ
た
喫
茶
店

が
激
減
し
、
我
慢
の
時
代
も
経
験
。
そ

れ
が
90
年
代
、
浅
草
一
円
を
紹
介
す
る

テ
レ
ビ
番
組
に
出
た
の
が
き
っ
か
け
で

個
人
客
が
訪
れ
る
よ
う
に
な
り
、
今
で

は
小
売
り
が
売
上
の
７
割
を
占
め
る
。

　

店
を
継
ぐ
よ
う
言
わ
れ
た
こ
と
は
な

か
っ
た
渡
辺
氏
だ
が
、
大
学
を
出
た
あ

と
は
自
然
と
後
継
者
の
道
を
選
ん
だ
。

価値と感動を生み出す人に
インタビュー

東京・浅草で77年間続く『パンのペリカン』。その4代目店長が受け継いだ思想には、
少ない商品で勝負する意味、長く続く理由が詰まっていた。

祖
父
の
時
代
か
ら『
争
う
な
』が
社
訓
。

そ
れ
に
た
と
え
自
分
の
店
が
儲
か
っ
て
も
、

世
間
に
と
っ
て
よ
い
こ
と
で
な
け
れ
ば

長
続
き
し
な
い
と
思
う
ん
で
す
。

写真＝佐藤兼永

ブ
ー
ム
の
中
で
も
哲
学
を
貫
く

77
年
愛
さ
れ
た
パ
ン
の
若
き
継
承
者

パ
ン
の
ペ
リ
カ
ン 

4
代
目
店
長

渡
辺 

陸

Riku W
atanabe
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「
同
じ
浅
草
の
『
ア※

ン
ヂ
ェ
ラ
ス
』の

よ
う
に
、
長
く
愛
さ
れ
、
利
益
も
出
て

い
る
の
に
な
く
な
っ
て
し
ま
う
店
も
あ

る
。
そ
れ
っ
て
と
て
も
も
っ
た
い
な
い

で
す
よ
ね
。『
ペ
リ
カ
ン
』も
な
く
し
て

し
ま
う
の
は
も
っ
た
い
な
い
と
思
っ
た
。

そ
れ
に
、
僕
が
こ
の
店
を
継
ぐ
こ
と
が

で
き
る
の
は
、『
ペ
リ
カ
ン
』の
家
に
生

ま
れ
た
か
ら
こ
そ
。
誰
も
が
継
げ
た
わ

け
で
は
な
い
と
考
え
る
と
、
あ
り
が
た

い
こ
と
だ
な
と
思
う
ん
で
す
」

変
わ
ら
な
い
で
い
る
た
め
に

世
間
の
変
化
に
合
わ
せ
て
変
え
る

　

若
き
責
任
者
と
し
て
「
挑
戦
」し
た

い
と
思
っ
た
こ
と
は
な
い
の
だ
ろ
う

か
？「
３
代
目
に
『
余
計
な
こ
と
は
す

る
な
よ
』と
釘
を
さ
さ
れ
た
の
も
あ
り

ま
す
が（
笑
）、
実
際
、
多
種
類
の
パ
ン

を
作
る
の
は
大
変
な
ん
で
す
。
あ
ん
パ

ン
も
ク
ロ
ワ
ッ
サ
ン
も
、
作
る
に
は
専

用
の
技
術
と
機
械
が
要
る
。
そ
こ
に
労

力
を
か
け
る
な
ら
、
今
の
商
品
に
集
中

し
た
ほ
う
が
い
い
。
10
の
力
が
あ
る
と

し
て
、
そ
の
力
で
１
０
０
作
る
の
と
１

作
る
の
と
で
は
、
１
の
ほ
う
が
絶
対
に

い
い
も
の
が
で
き
る
と
思
う
ん
で
す
よ

ね
」

 

「
そ
れ
に
、
変
わ
ら
な
い
と
言
わ
れ
ま

す
が
、
実
は
結
構
変
え
て
い
る
ん
で
す

よ
」と
も
言
う
。
卸
か
ら
小
売
り
へ
と

軸
足
を
移
し
た
り
、
電
話
注
文
や
宅
配
、

Ｗ
ｅ
ｂ
の
通
販
サ
イ
ト
と
売
り
方
に
試

行
錯
誤
し
て
き
た
だ
け
で
な
く
、
実
は

味
も
昔
と
全
く
同
じ
で
は
な
い
。
材
料

の
小
麦
粉
は
昔
よ
り
質
が
よ
く
な
っ
て

い
る
し
、
オ
ー
ブ
ン
の
機
能
も
向
上
し

た
。
30
年
前
と
は
お
か
ず
の
味
付
け
も

違
う
。
そ
ん
な
中
で
「
ご
は
ん
と

同
じ
よ
う
に
、
毎
日
食
べ
て
も
飽

き
な
い
」と
い
う
価
値
を
変
え
な

い
た
め
に
は
、
世
間
に
合
わ
せ
て

パ
ン
の
ほ
う
を
少
し
ず
つ
「
変
え

て
」い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

だ
。

「
世
間
に
と
っ
て
よ
い
」

商
売
が
長
続
き
す
る

　

最
近
、
新
し
い
高
級
食
パ
ン
ブ

『パンのペリカン』は浅草エリアの東部に位
置。2017年8月には店舗の並びに『ペリカ
ン』の食パンを使ったメニューが揃う『ペリカ
ンカフェ』もオープンした。店舗で買えなか
った人もパンを味わえる新しい「売り方」。昼
どきには行列もできる人気店だ。「浅草もエ
リアが広がり、最近は倉庫街だった（隣町の）
蔵前にもカフェが増えた。そうやってできた
人の流れにも助けられています」（渡辺氏）

新しい「売り方」の挑戦は
直営カフェでのパン提供
新しい人の流れを取り込む

※『アンヂェラス』は創業1946年の老舗喫茶店。2019年3月、建物の老朽化に伴い惜しまれながら閉店した。

ラ
ン
ド
が
次
々
と
話
題
に
な
っ
て

い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
「
ブ
ー
ム

を
作
っ
て
い
た
だ
い
て
本
当
に
あ

り
が
た
い
」と
渡
辺
氏
。
一
方
で

「
う
ち
の
パ
ン
と
は
別
」と
一
線
も

引
い
て
い
る
。

 

「
ブ
ー
ム
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
生
地

も
リ
ッ
チ
で
、
そ
れ
だ
け
で
美
味
し
さ

が
完
結
す
る
食
パ
ン
。
お
土
産
や
贈
答

に
使
い
た
い
パ
ン
だ
と
思
う
ん
で
す
ね
。

う
ち
の
パ
ン
は
、
お
か
ず
に
合
わ
せ
て

食
べ
る『
自
己
主
張
し
な
い
パ
ン
』。だ

か
ら
競
争
は
必
要
な
い
し
、
し
た
く
な

い
。
何
せ
祖
父
の
時
代
か
ら
社
訓
は

『
争
う
な
』な
ん
で
す
か
ら
（
笑
）」

　

ニ
ー
ズ
に
応
え
き
れ
て
い
な
い
現
状

に
あ
っ
て
も
、
独
自
の
哲
学
は
貫
く
。

 

「
経
営
的
に
は
現
状
は
機
会
を
損
失
し

て
い
る
状
態
。
本
当
は
も
っ
と
多
く
作

り
、
多
少
は
ロ
ス
を
出
し
て
で
も
買
い

た
い
全
員
に
売
っ
た
ほ
う
が
儲
か
り
ま

す
。
で
も
『
そ
の
日
に
焼
い
た
も
の
を

全
部
売
り
切
る
』こ
と
は
変
え
た
く
な

い
。『
食
べ
物
を
粗
末
に
す
る
な
』と
祖

父
も
よ
く
言
っ
て
い
た
し
、
そ
の
ほ
う

が
社
会
に
と
っ
て
も
よ
い
と
思
う
ん
で

す
。
た
と
え
自
分
の
店
が
儲
か
っ
て
も
、

世
間
に
と
っ
て
よ
く
な
け
れ
ば
長
続
き

し
な
い
。
こ
こ
ま
で
続
い
て
く
れ
た

『
ペ
リ
カ
ン
』を
僕
が
終
わ
ら
せ
る
わ
け

に
は
い
き
ま
せ
ん
。
と
は
い
え
、
も
う

少
し
お
断
り
し
な
い
程
度
に
は
増
産
し

た
い
ん
で
す
け
ど
ね
」

もとは卸店の直売所としてスタートした『ペリカン』店舗。日
常のパンだけに、子供の頃から馴染んだ味をまたその子供
にと引き継いでくれるお客さんも多いという

1987年東京都生まれ。
幼い頃から自店のパンを
こよなく愛する祖父を見
て育ち、大学卒業ととも
に『ペリカン』に入店、27
歳で伯父の跡を継いで4
代目店長になった

特注の網で炭火焼きしたトーストは香ばしくて
もっちり。確かに毎日食べたい味だ
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２
０
１
９
年
春
、
平
成
か
ら
令
和
へ

の
改
元
に
伴
う
様
々
な
皇
室
行
事
が
執

り
行
わ
れ
、
世
界
の
人
々
が
報
道
な
ど

を
通
じ
て
日
本
の
最
上
位
の
伝
統
装
束

を
目
に
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
不
思
議

な
も
の
で
あ
る
。
現
代
で
は
伝
統
装
束

を
身
に
つ
け
る
こ
と
は
、
観
光
施
設
な

ど
の〝
体
験
〞的
な
機
会
以
外
に
は
ま

ず
な
い
と
い
う
の
に
、
多
く
の
国
民
に

と
っ
て
こ
の
装
束
が
日
本
人
の
正
装
で

あ
る
と
い
う
感
覚
に
違
和
感
が
な
い
。

一
般
に
伝
統
的
な
装
束
と
し
て
思
い
浮

か
ぶ
の
は
、
女
性
で
あ
れ
ば
十
じ
ゅ
う

二に

単ひ
と
え、

男
性
で
あ
れ
ば
束そ
く

帯た
い

だ
ろ
う
か
。
束
帯

は
平
安
以
降
、
天
皇
や
公
家
が
正
装
と

し
て
着
用
し
た
も
の
で
、
位
に
よ
り
着

用
で
き
る
色
も
決
ま
っ
て
い
た
。
ち
な

み
に
、
衣い

冠か
ん
は
、
夜
間
の
宿
直
の
た
め

に
簡
易
化
し
動
き
や
す
く
し
た
着
方
の

こ
と
で
あ
り
、
衣
冠
束
帯
と
ま
と
め
る

の
は
厳
密
に
は
正
し
く
な
い
と
か
。
こ

れ
に
対
し
十
二
単
は
決
ま
り
事
も
ゆ
る

や
か
で
、
重
ね
る
枚
数
も
時
代
に
よ
っ

て
様
々
、
手
を
通
さ
ず
に
羽
織
る
だ
け

で
も
よ
い
時
代
も
あ
っ
た
。「
か
さ
ね

色
目
」は
、
お
洒
落
心
の
発
揮
し
ど
こ

ろ
だ
っ
た
と
い
え
る
。

　

今
か
ら
約
千
年
前
の
平
安
時
代
に
確

立
し
た
日
本
の
伝
統
装
束
の
全
容
・
詳

細
を
知
る
こ
と
は
並
大
抵
の
こ
と
で
は

な
い
が
、
平
安
の
４
０
０
年
間
の
時
代

考
証
に
基
づ
き
、
当
時
の
装
束
を
具
現

展
示
す
る
博
物
館
が
あ
る
。
京
都
駅
か

ら
徒
歩
約
15
分
、
西
本
願
寺
近
く
の
ビ

ル
の
一
角
に
あ
る「
風
俗
博
物
館
」で

は
、「
源
氏
物
語
〜
六
條
院
の
生
活
〜
」

を
テ
ー
マ
に『
源
氏
物
語
』の
様
々
な

シ
ー
ン
が
１
／
４
ス
ケ
ー
ル
で
展
示
さ

れ
、
平
安
中
期
の
宮
廷
の
生
き
生
き
と

し
た
日
常
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

登
場
す
る
人
物
が
着
用
す
る
装
束
は
、

そ
れ
ま
で
影
響
を
受
け
て
い
た
異
国
の

装
束
を
脱
し
た
、
日
本
独
自
の
感
性
が

溢
れ
る
平
安
時
代
の
装
束
の
色
目
、
文

様
を
最
大
限
忠
実
に
再
現
。
博
物
館
と

し
て
は
小
規
模
な
が
ら
、
時
代
考
証
に

基
づ
い
た
本
物
の
伝
統
文
化
に
触
れ
ら

れ
る
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
、
海
外
か
ら
の

旅
行
者
も
散
見
さ
れ
る
。

京都市：人口146万3,996人（京都市推計人口例月データ 2019年4月1日現在）

朱雀帝の譲位により冷泉帝が
即位する平安時代の御代がわ
りを描いた『源氏物語』「澪標
（みおつくし）」の１シーン。宝剣
を携える剣内侍、神璽を携える
璽内侍の後方には、帝の身の回
りの世話役である蔵人の姿も見
える。左手より姿を現す冷泉帝
は、糸縄の冠と日・月・龍など12
のシンボルを表す刺繍が施され
た袞衣からなる「袞冕十二章（こ
んべんじゅうにしょう）」と呼ば
れる礼服を着用している。袞冕
十二章は、平安時代から江戸時
代末期まで用いられた

右／宮中の行政事務に携わる文
官の束帯。後ろ身頃に長く後ろに
引く裾（きょ）が仕立てられた　左
／袴に単、重ね袿に裳と唐衣を着
けた唐衣裳。一般に十二単と呼ば
れるが、「十二」は幾枚も重ねたとい
う意味で、重ね枚数が少ないなど
も許された

四季の彩りを襟元や袖口からのぞく色目で表現した「か
さね色目」。写真は「捩り紅葉（もじりもみじ）かさね」。上
衣になるほど小さく仕立てられ、色目が美しいグラデー
ションやコントラストを描いている

一
千
年
の
時
を
超
え

平
安
の
時
代
絵
巻
に
旅
を
す
る

京
都
府
京
都
市

『
源
氏
物
語
』の
宮
廷
人
の
姿
を
再
現
す
る

隠
れ
家
の
よ
う
に
小
さ
な
珠
玉
の
博
物
館
へ



昨年の訪日外国人数は3000万
人を超えました。しかし、「自分
達の地域にはまだそれほど多く
訪れていない」と感じる地域も
多いのではないでしょうか。そこ
でJRCでは外国人のターゲット
像を「深層ニーズ」「体験ジャン
ル」「誘発トリガー（実際旅行す
る際の決め手）」の3点から定め
ていくことを試みました。ポイン
トは、海外旅行全般のニーズを
調査した点です。上記3点を組
み合わせると、地域の魅力的な
コンテンツが見えてくると考えま
した。ジャパウ（日本の粉雪）、
スノーモンキー（温泉につかる
猿）など外国人に人気のコンテ
ンツが過去にもあります。地域
の潜在的な需要を生み出し、共
にプロデュースしていきましょう。
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本誌記事の無断転載を
固く禁じます。

未来に繋がる「ありたい姿」「目指すべき姿」を地域の皆様と共に作り上げること、
それが私たちの使命です。

変わる地域の、力になります。
じゃらんリサーチセンター

tel 03-6835-6250（代表・平日10～18時）   fax03-6834-8628
弊誌へのご意見・ご感想、JRCへのご要望等、ぜひお寄せください

私たちが目指すもの。

みつける
今ある魅力の再発見

JRCのメソッド 1

そだてる
新しい魅力の形成

2JRCのメソッド

つたえる
伝達力の強化

3JRCのメソッド

http://jrc.jalan.net/
 じゃらんリサーチセンター 検索

公式Facebookからも
情報配信中

私たちの活動領域
観光に関する研究 情報発信
シンクタンクからアクトタンクへ。
地域と共に実証実験を多数実施しています。

研究で得た知見を広く発信していきます。

○調査・分析
じゃらん宿泊旅行調査、インバウンド調査、ご当地調査など

○実証実験
調査・分析から導いた解決策を実際の地域で実証実験し、
具体的な手法や需要の開発にチャレンジしています

○『とーりまかし』  ○観光振興セミナー、調査報告会など
○WEBサイト、Facebook、メールマガジンなど
観光業界、そして地域経済のさらなる発展のために、
JRC（じゃらんリサーチセンター）が得た知見や提案を
余すことなく広く世の中に発信していきます

観光・地域振興支援
観光に関する様々な事業を
お任せいただいております。

○調査・分析　○ＰＲ・誘客・周遊促進
○計画策定など　○ワークショップ・研修
資源を再発見or新たにみつける→そだてる
→情報発信→誘客→振り返り→次へ、
というサイクルを回しながら、
地域の方 と々共に地域の新しい価値創造を行っていきます
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企画力、データ収集力、ブランド力…
アクションがみえる！ 違いがみえる！

“みえる”
観光基本計画
保養所、古民家、倉庫……
眠れる地域資源をアップデートする

“古い”こそ“新しい”!？

リノベーションの
新常識
価値と感動を
生み出す人にインタビュー
マエストロの肖像
刀鍛冶

吉原義人
他業界から学ぶマーケティング事例
Marketing Crossing
社会を巻き込む
マーケティングで売上拡大

「三方よし」を目指す
クリニカの戦略
From Local
世界に誇るまち・むらのしごと
長野県 ワイン
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地域の住人と都市の住人が
対等な関係で歴史を創っていく
新たな地方創生のアプローチ

vol.
49

「関心がない人」は２割に迫る！
旅の「贅沢化」リスクとは？『じゃらん宿泊旅行調査2017』にみる

「動かない層」「動く層」
事前予約のメリットは？選ばれるコンテンツは？地域消費額UPのカギとなるか体験型観光の“旅前・旅中ネット予約” 最新事情

他業界から学ぶマーケティング事例
Marketing Crossing2ヶ月で2900万再生突破！？魅せる料理動画の制作術価値と感動を生み出す人にインタビューマエストロの肖像イラストレーター　上大岡トメ

From Local世界に誇るまち・むらのしごと千葉県 小湊鐡道
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成長産業を止めないために

「人材×業務」改革が必要

今こそ変える
宿泊業の

「働き方改革」

結局、みんな

どんな旅をしてみたいの？

インタビュ
ーで探る

旅行者のリアル

他業界から学ぶマーケティング事例

Marketing Crossing

従来イメージを
一新して

「憩いの場」へ

カフェ併設の

進化型コインラン
ドリー

価値と感動を

生み出す人にインタビュー

マエストロの肖像
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成長産業を止めないために

「人材×業務」改革が必要

結局、みんな

どんな旅をしてみたいの？

他業界から学ぶマーケティング事例

Marketing Crossing

価値と感動を

生み出す人にインタビュー

マエストロの肖像
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